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推進目標１ 多様な活動主体と連携・協働した地域福祉の基盤づくり 

１．つどい場を中心とした、見守り・支えあいの推進  
（１）既存のつどい場を中心とした「ご近所会」実施支援 

つどい場や自治会等において、地域で見守りが必要な人の情報共有や生活課題等につい

て話し合う場づくりと、見守り・支えあい活動の推進をめざし、つどい場等で、気になる

人の情報を意識的に共有する「ご近所会」の推進に取り組みました。 

「ご近所会」の実施か所数：８３か所 

 

（２）つどい場情報交換会の開催 

つどい場活動や専門職等が情報交換・交流する「つどい場情報交換会」を開催し、それ

ぞれが抱えている問題の共有、解決、見守り・支えあい活動への意識の醸成や活性化を図

りました。 

「つどい場情報交換会」の実施校区数：４校区（天神川・南・花里・昆陽里） 

 

（３）友愛電話訪問事業〔共同募金配分金充当〕                 184,510円  

ひとり暮らし高齢者の安否の確認と孤独感・不安感を解消するため、ボランティアの協力を 

得て電話による友愛訪問をおおむね週１回実施しました。 

１)訪問実績 

区   分 令和 5(2023)年度 令和 6(2024)年度 令和 7(2025)年度 

対  象  者 35人 22人 23人 

実 施 日 数 236日 239日 238日 

訪 問 回 数 (延) 1,568回 1,362回 1,349回 

ボランティア数 38人 37人 34人 

ボランティア数(延) 766人 740人 760人 

 

２）友愛電話訪問ボランティア研修会 

実施日 参加者 内 容 

2月 25日 10人 

・研修：共感力を生かす  

講師：夢こらぼ 主宰 松尾 やよい 

・意見交換 

 

（４）緊急通報システム（命のペンダント）事業（伊丹市委託事業）  2,169,018円 

虚弱なひとり暮らしの高齢者等に緊急事態が生じた場合に、あらかじめ依頼している近 

隣協力員（利用者 1人に対して２～３人）へ通報され、救援が求められるよう緊急通報シ 

ステム事業を実施し、月１回、機器の作動テストを兼ね、安否の確認と孤独感の解消を図 

るため電話による友愛訪問を行いました。 

また、令和２(2020)年度より携帯電話回線を使用したシステムの運用を開始しています。 
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１） 設置台数                     （単位：台） 

区  分 既設置数 新規設置数 取り外し数 年度末設置数 

令和 5(2023)年度 347 34 72 309 

令和 6(2024)年度 309 18 66 261 

令和 7(2025)年度 261 10 38 233 

 

２)設置者の区分別設置数                （単位：台） 

区  分 独 居 ねたきり 高齢世帯 重度障がい その他 合  計 

令和 5(2023)年度 278 0 16 4 11 309 

令和 6(2024)年度 233 0 15 2 11 261 

令和 7(2025)年度 207 0 14 2 10 233 

 

３）作動テスト・友愛訪問 

区 分   実施日数 
テスト依頼 

友愛訪問 

不在者に対する近隣 

協力員等確認依頼 

テスト通報による 

監視センター確認 

令和 5(2023)年度 236日 3,263人 154件 3,280回 

令和 6(2024)年度 239日 3,032人 135件 2,917回 

令和 7(2025)年度 238日 2,691人 55件 2,630回 

       

４） 通報等の件数                      （単位：件） 

区 分 通報件数 受 信 内 容 

令和 5(2023)年度 48 内容：急病 6・転倒  9・不安 1・誤報  12・他 20 

令和 6(2024)年度 26 内容：急病 6・転倒 1・不安 0・誤報 6・他 13      

令和 7(2025)年度 18 内容：急病 7・転倒 6・不安 0・誤報 0・他 5 

※誤報とは、機器の異常発信と発信意識なく通報された件数 

 

５）協力員等（各年度末現在）             （単位：人） 

区 分 近隣協力員数 友愛訪問ボランティア延人数 

令和 5(2023)年度 832 766 

令和 6(2024)年度 699 740 

令和 7(2025)年度 618 760 

※近隣協力員数について、令和４(2022)年度より担当利用者数分の人数カウントに変更。 

 

（５）伊丹市高齢者地域見守り協定事業                   197,931円 

「誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるまち・いたみ」をめざして、

地域住民だけでなく、さまざまな事業所と連携した見守り活動のネットワークを構築するこ

とを目的に「地域見守り協定事業」を実施しました。 

協力いただける企業・事業者が、業務を通して気になる世帯を発見した際に本会に連絡を

いただくことで、ひとり暮らし高齢者などの見守り強化に取り組んでいます。 

今後も、登録事業所の拡大と、気になる世帯を発見した時に迅速に対応できるよう、各関

係機関等との連携を強化し、見守り体制の推進に取り組みます。 
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１）伊丹市高齢者地域見守り協定事業所連絡会  ※「異業種交流会」を兼ねて開催 

「見守り力を高めて安心を！～伊丹西部会での認知症サポーター養成講座をとおして～」と 

題して、伊丹昆陽郵便局をはじめとしたいくつかの郵便局同士で認知症サポーター養成講座 

を受講し、見守り意識の向上に事業所独自で積極的に取り組んだ事例報告や、グループワー 

クでは各登録事業所で取り組む見守り活動の共有等を行いました。 

当日は、登録事業所間の繋がりと強みの共有も目的に「異業種交流会」も兼ねて実施し、 

地域全体で見守り力を高めるためのネットワーク作りの場にもなりました。 

実施日 参加者 内 容 

12月 4日 

28名 

・登録事業所：14 

・未登録事業所：3 

・社協：8 

・伊丹市役所：3 

１．事業実績報告 

２．話題提供 

伊丹昆陽郵便局 内垣 利弘氏 

基幹型地域包括支援センター(伊丹市社協) 田中 友紀 氏 

３.グループワークと意見交換会  

 

２）登録事業所件数                   (令和 8年 3月 31日現在） 

宅配 飲食 新聞 郵便局 金融機関 介護事業所 

21 15 12 18 26 31 

コンビニ スーパー 販売店 病院 その他 合計（前年度） 

15 12 44 21 41 256（261） 

 

３）通報件数…１７件 

通報内容 登録事業所から 未登録事業所から 

安否確認 4 0 

認知症相談 5 1 

その他相談 7 0 

※その他相談とは、安否確認や認知症相談以外に、登録事業所が来店者等 

  について気になると相談があったもの 

 

４）対応結果件数 

救急搬送 0 家族・関係機関等への連絡・連携 15 

死亡確認 0 所在確認 1 

その他 1 合計 17 

 

５）対応後の支援状況 

関係機関による見守り 6 

地域住民による見守り 3 

関係機関と連携した見守り 1 

その他（死亡確認、継続支援の必要性がない場合等） 7 
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２．地域自治組織等と協働した地域福祉の基盤づくり 
（１）住民自治組織との連携強化 

住民自治組織が、住民共助の考え方を基本に、地域の特性を活かしながら、住民参加の 

福祉のまちづくり活動を創意と工夫をもって展開できるよう、他地区の様々な地域福祉活動 

の実践などを学ぶ視察研修会を実施しました。 

また、地域自治組織における地域ビジョン策定に向けた協議の場に参画し、必要な助言等を

行いました。（ 南地区・瑞穂地区 ） 

１）地区自治協等視察研修 

対象：会長・福祉部長・地域福祉ネット会議委員等 

実施日 参加者 視 察 先 

6月 28日 19名 日本地域福祉学会第 39回大会（兵庫大会）武庫川女子大学  

 

２）活動助成金の交付 

住民自治組織の活動を支援するため、活動助成金を交付しました。 

  地区社協等運営費助成金          300,000円（ 1地区） 

 地区社協等事業助成金          1,661,000 円（17地区） 

 自治会活動を支援するため、自治会連合会に活動助成金を交付しました。 

                        182,000円（182自治会） 

 

（２）住民の地域福祉活動への参加促進 

１）ふれ愛交流事業の実施支援                        

住民自治組織が地区内のひとり暮らし高齢者等を対象に実施する「ふれ愛バスツアー」 

に対し、バス借上料の一部を助成しました。（１地区） 

    

２）地域福祉講座の実施 

支えあい、助け合う“共に生きるまちづくり”について学習する機会として、住民自治組織 

はじめ地域団体等と協働し、地域福祉講座を開催しました。 

 実施団体：８団体   実施回数：１２回   参加人数：３２７人 

 

３）その他の支援 

住民自治組織や民生委員児童委員連合会の校区ブロック等の研修会や会合等に本会   

職員が出向き、地域福祉活動についての助言や説明等の支援を行いました。 

 

（３）地域福祉ネット会議の推進と運営の在り方の検討   (伊丹市委託事業) 6,532,264円 

１）地域福祉ネット会議 

地域住民が身近な福祉課題について話し合い、課題の共有や解決に向けた仕組みづくり 

など、住民主体の地域福祉を推進していくために、事務局として１６小学校地区で地域福祉 

ネット会議の開催を支援しました。今後も、各地区の実情に即した生活課題等について住民主 
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体で協議できるよう、地域包括支援センター及び市とともに必要な支援を行っていきます。 

 地域福祉ネット会議開催状況 

区 分 開催回数 参加延べ人数 設   置   日 

1 神 津 3回 37人 平成 14年 5月 7日 

2 稲 野 6回 93人 平成 14年 6月 28日 

3 笹 原 5回 71人 平成 14年 8月 26日 

4 天 神 川 3回 89人 平成 14年 11月 13日 

5 昆 陽 里 5回 84人 平成 15年 2月 5日 

6 伊 丹 4回 112人 平成 16年 1月 22日 

7 有 岡 6回 143人 平成 16年 3月 16日 

8 鴻 池 ― ― 平成 17年 10月 21日 

9 鈴 原 5回 95人 平成 18年 2月 16日 

10 緑 丘 ― ― 平成 21年 8月 20日 

11 花 里 4回 64人 平成 21年 10月 6日 

12 瑞 穂 4回 112人 平成 23年 4月 4日 

13 池 尻 2回 48人 平成 23年 7月 15日 

14 摂 陽 4回 48人 平成 24年 3月 14日 

15 南 3回 81人 平成 26年 3月 24日 

16 荻 野 4回 58人 平成 28年 9月 5日 

計 58 回 1,133人  

※ 緑丘・鴻池地区については、令和７(2025)年度は未実施。 

 

２）地域福祉ネット会議を通じた活動支援 

地域福祉ネット会議での協議から立ち上がった活動に対して、地域福祉推進担当（コミュニ 

ティワーカー兼生活支援コーディネーター）が支援を行いました。 

校 区 団 体 日 程 内  容 

神 津 地域福祉ネット会議 

① 12月 

② 12月 

③  3月 

① 交流事業（子どもと高齢者の地域交流） 

② 視察研修 

③ 神津ボランティアセンター啓発事業 

笹 原 地域福祉ネット会議 
① 10月 

② 12月 

① 講座：エレベーターの中になんで鏡がつい

てるの？知ってみよう障がいのある人も安

心して地域で暮らしていくために 

② 講座：在宅避難について知ろう 

天神川 地域福祉ネット会議 
① 6月 

② 7月 

ミニネット会議の開催支援 

① 高縄手自治会（6月） 

② 荒牧高層自治会（7月） 
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校 区 団 体 日 程 内  容 

瑞 穂 地域福祉ネット会議 6月 ボッチャ体験会 

 

昆陽里 

 

地域福祉ネット会議 １月 

ネット会議にて福祉講座開催 

「知っておきたい介護保険の基本」 

講師：花里・昆陽里地域包括支援センター 

伊 丹 
地域福祉ネット会議 
（伊丹小自治協福祉部） 

① 12月 

②  2月 

① 「安心して暮らすために知っておこう  

特殊詐欺 押入強盗 被害防止教室」 

② 「騙されないで 消費者被害から自分や家

族の身を守るために」 

有 岡 地域福祉ネット会議 9月 

「超高齢化社会でのまちづくり活動を考える 

シンポジウム 4」の中で 

基調講演「認知症の人の心②」 

南 
地域福祉ネット会議 

ワーキング 

① 9月 

（14人） 

② 10月 

（13人） 

③ 2月 

（13人） 

地域福祉ネット会議での地区ボランティアセ

ンタ―設立に係る協議に向けて、地区ボラン

ティアセンターの名称や決まりごと（会則）

等の案を検討・作成。 

摂 陽 地域福祉ネット会議 
① 11月 

② 12月 

①令和7年度せつよう助け愛センターボランテ

ィアとの意見交換会 

②令和7年度摂陽校区民生委員との意見交換会 

荻 野 地域福祉ネット会議 
① 5～7月 

② 10月  

①高齢者の買い物に関するニーズ調査 

②把握したニーズと既存の社会資源とのマッ

チングによる課題の解消 

 

（４）地区ボランティアセンター（助けあいセンター）の実施 と在り方の検討 

（伊丹市委託事業）662,527円 

近隣共助の精神で、助けあいの輪を広げるため、住民自治組織と協働して地区ボランティア 

センターを設置し、活動を支援しました。地域住民の社会参加、地域のつながりづくりなどの 

機会にもつながっている地区ボランティアセンターの今後のあり方について、今後、住民との 

協議を行っていきます。 

１）地区ボランティアセンター（助けあいセンター）設置状況 

区 分 名 称 設 置 日 

窓口ボランティア 

（住民コーディネーター）

設 置 日 

1 稲 野 稲小地区助けあいセンター 平成 17年 7月 1日 平成 19年 8月 1日 

2 神 津 神津ボランティアセンター 平成 17年 8月 1日 － 

3 伊 丹 伊丹小地区助け合いセンター 平成 18年 7月 19日 － 

4 鴻 池 鴻池小地区助けあいセンター 平成 18年 8月 1日 平成 19年 8月 1日 

5 笹 原 笹原ボランティアセンター 平成 18年 10月 18日 令和 3年 7月 1日 

6 鈴 原 鈴原ボランティアセンター 平成 19年 6月 1日 平成 21年 6月 2日 
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区 分 名 称 設 置 日 

窓口ボランティア 
（住民コーディネーター） 

設 置 日 

7 有 岡 有岡ハートボランティアセンター 平成 19年 9月 10日 平成 22年 9月 1日 

8 天神川 天神川地区ボランティアセンター 平成 20年 7月 15日 － 

9 花 里 花里地区ボランティアセンター 平成 24年 2月 5日 － 

10 摂 陽 せつよう助け愛センター 平成 25年 12月 2日 平成 26年 2月 3日 

11 昆陽里 こやのさとボランティアセンター 平成 27年 11月 9日 平成 27年 11月 9日 

※「窓口ボランティア」設置地区は、相談受付（地区によってはコーディネートも実施）を登録ボランティ

アにて実施しています。 

 

①ボランティア（サポーター）登録者数              （単位：人） 

区 分 
男性 女性 合計 

令和６

(2024)年度 

令和７

(2025)年度  

令和６ 

(2024)年度 

令和７

(2025)年度 

令和６

(2024)年度 

令和７

(2025)年度  
1 稲 野 10 8 24 16 34 24 

2 神 津 7 8 26 24 33 32 

3 伊 丹 8 8 26 25 34 33 

4 鴻 池 8 8 18 15 26 23 

5 笹 原 12 13 15 15 27 28 

6 鈴 原 19 15 21 21 40 36 

7 有 岡 7 7 5 6 12 13 

8 天神川 11 11 25 25 36 36 

9 花 里 17 10 29 15 46 25 

10 摂 陽 33 33 31 32 64 65 

11 昆陽里 17 14 21 17 38 31 

計 149 135 241 211 390 346 

 

②相談・活動実績                              

区 分 

相談実績 活動実績 
令和6 

(2024) 

年度 

令和 7 

(2025) 

年度 

令和 6(2024)年度 令和 7(2025)年度 

件数（延べ） 人数（延べ） 件数（延べ） 人数（延べ） 

1 稲 野 5 9 101件 107人 9件 32人 

2 神 津 2 3  13件 13人 3件 1人 

3 伊 丹 6 4 12件 12人 1件 1人 

4 鴻 池 13 3 36件  54人 50件 69人 

5 笹 原 23 38 46件 52人 52件 65人 

6 鈴 原 82 75 343件 400人 310件 358人 

7 有 岡 7 2 100件 104人 120件 123人 

8 天神川 2 0 2件 8人 0件 0人 

9 花 里 8 9 8件 12人 9件 15人 

10 摂 陽 23 21 1017件 1061人 707件 771人 

11 昆陽里 3  4 3件 3人 4件 7人 

計 174 168 1,681件 1,826人 1,265件 1,442人 
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③窓口ボランティア活動実績 

区 分 
令和 6(2024)年度 令和 7(2025)年度 

開設日数 活動人数（延べ） 開設日数 活動人数（延べ） 

1 稲 野 86日 190人 87日 175人 

2 鴻 池 131日 198人 131日 214人 

3 鈴 原 242日   597人  239日 593人 

4 摂 陽  238日   918人  231日 913人 

 

④その他 

区 分 内 容 

1 稲 野 
・ボランティアコーディネーター連絡会 ４回 

・登録ボランティア連絡会 １回 

2 鴻 池 
・登録ボランティア交流会 １回 

・窓口ボランティア研修会 １回 

3 笹 原 ・登録ボランティア連絡会 1回 

4 鈴 原 

・ボランティア部会 ３回 

・登録ボランティア連絡会・交流会 ２回 

・ボランティア部 視察研修 １回 

5 有 岡 ・登録ボランティア連絡会 ２回 

6 摂 陽 ・リーダー・サブリーダー会議 １回 

7 神 津 ・登録ボランティア交流会 １回 

 

２）地区ボランティアセンター全体研修会の開催 

担い手の高齢化に伴う活動減少化の課題を踏まえ、新たな担い手とつながるポイントを 

学び、ボランティアの活動意欲の向上を目的とした研修会を開催しました。 

実施日 内 容 参加人数 

1月 29日 

講義「ボランティア活動の魅力再発見～がんばる担い手さんに贈る噺～」 

講師：あそびの工房 もくもく屋  

事務局長   田川 雅規 氏 

45人 

 

３）地区ボランティアセンター住民コーディネーター研修会の開催 

住民コーディネーターの意欲と資質向上を図ることを目的とした視察研修及び情報交換 

会を開催しました。他市の住民コーディネーターとの情報交換を通して運営状況や課題に

対する取り組みを知り、コーディネートのノウハウを学びました。 

実施日 内 容 参加人数 

10月 15日 

・視察 

「北夙川・苦楽園地区ボランティアセンター」（西宮市） 

・コーディネーター同士の情報交換会 

24人 
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（５）介護予防拠点づくりの立ち上げ支援 

地域における高齢者の介護予防・生活支援体制の充実及び、多様な支え合いの体制づくりを 

推進することを目的に介護予防拠点づくりに取り組む住民自治組織に対して、研修の開催や社

会資源情報の共有、活動に関する相談、行政担当課との協議の場の設定等、介護予防拠点づく

りの立ち上げ支援を行いました。 

 

（６）民生委員児童委員連合会との連携 

民生委員児童委員連合会と連携しながら、地域の高齢者、障がい者、児童等に対する地 

域福祉活動を展開しました。 

１）事務局 

 地域福祉推進室地域支援課において、伊丹市民生委員児童委員連合会の事務局を担当し、

研修や情報共有等に取り組みました。 

 

２）助成金の交付 

 民生委員児童委員連合会に助成金を交付しました。  228,000円 

 

３）民生委員・児童委員の任期満了に伴う一斉改選 

  令和７年度は、民生委員・児童委員・主任児童委員（任期３年）の任期満了に伴う 

一斉改選に伴い、民生委員・児童委員の周知、啓発を行いました。 

 

（７）コミュニティプラザ館の運営                

南小学校地区自治協議会の協力を得て、稲野公園内のコミュニティプラザ館を地域住民 

のふれあいの場として運営しました。（設置：平成９年３月） 

 ＜建築概要＞ ・床面積 ５４平方メートル ・構造 鉄骨造平屋建 

 

（８）伊丹市共生福祉社会フォーラムの開催              

伊丹市との共催により「地域福祉活動」「地域資源」が連携し、「地域課題」を解決できる 

可能性について考えるきっかけとして、フォーラムを開催しました。 

実施日 内     容 参加人数 

2月 23日 

基調講演 

【講師】今後の地域福祉活動の在り方について 

～多様な活動主体と連携・協働した地域福祉の基盤づくり～ 

関西学院大学 人間福祉学部 社会起業学科 准教授 柴田学 氏 

パネルディスカッション「地域福祉活動」「地域資源」が連携し、 

「地域課題」を解決できる可能性を考えよう！」 

【ｺｰﾃﾞｨﾈ-ﾀｰ】関西学院大学 人間福祉学部 社会起業学科 准教授 柴田学 氏 

【登壇者】 鈴原小学校地区自治協議会  会長      市川伊久雄 氏 

グループホームこころあい伊丹  施設長     安田倜枝 氏 

         南地域包括支援センター  管理者            中江友子 氏 

ありおかまちカフェ  代表                   福田知子 氏 

株式会社きると スクールきると  統括      苑田昌嗣 氏 

約 500人 
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３．地域福祉活動と多様な活動主体が連携・協働するための場づくり 
（１）「市民ごちゃまぜ交流会」の企画・実施 

１）「異業種交流会」等の企画・実施  

民間事業所や市民活動者など多様な活動主体がつどい交流し、新たなつながりが生まれ 

ることをめざして、異業種交流会を開催しました。 

実施日 内 容 参加人数 

12月 4日 

(※伊丹市高齢者地域見守り協定事業所連絡会と合同開催再掲) 

１．事例報告 

「見守り力を高めて安心を！～伊丹西部会での認知症サポーター養成講座

をとおして～」 

伊丹昆陽郵便局 局長 内垣 利弘 氏 

基幹型地域包括支援センター(伊丹市社協)主任 田中 友紀  

２．グループワーク・意見交換会 

28人 

3月 27 

１.“みんなで孤立をなくせ!!超高齢社会体験ゲーム” 

コミュニティコーピング体験会 

２．意見交換・交流会 

22人 

 

（２）多様なつどい場づくりの推進 

１）地域ふれ愛福祉サロンの支援〔共同募金配分金一部充当〕     5,034,772円 

見守りが必要な高齢者や障がいのある人等と地域住民が気軽に集い、ふれあいを通し

て生きがいづくり・仲間づくりの輪を広げる「地域ふれ愛福祉サロン」の活動を支援し

ました。食事会、喫茶、健康づくりなど、地域の特性に合わせた多様な内容で実施され

ています。 

また、近年、介護予防の観点から実施数が増えている「いきいき百歳体操」について

も、仲間づくりや見守り合いといった「地域ふれ愛福祉サロン」の要素を持つ、つどい

場が増えてきました。更に、参加者を限定せず、近隣にお住まいの方どなたでも自由に

参加できる「場」として、「地域交流カフェ」が１８か所開設されています。 

今後は、参加対象を限定した場だけでなく、年齢や障がいの有無等に関わらず、誰もが気

軽に立ち寄ることができる共生福祉社会の実現に向けたつどい場づくりを推進します。 

①地域ふれ愛福祉サロン開設状況 

区 分 サロン設置数 開催回数 設置地区数 

令和 5(2023)年度 111サロン 1,939回 17地区 

令和 6(2024)年度 107サロン 1,888回 17地区 

令和 7(2025)年度 103サロン 1,913回 17地区 

 

 ②地域交流カフェ開設状況     

区 分 カフェ設置数 設置地区数 

令和 5(2023)年度 18カフェ 10地区 

令和 6(2024)年度 19カフェ 11地区 

令和 7(2025)年度 18カフェ 12地区 
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③いきいき百歳体操開設状況 

区 分 いき百設置数 設置地区数 

令和 5(2023)年度 9か所 7地区 

令和 6(2024)年度 12か所 7地区 

令和 7(2025)年度 13か所 7地区 

※見守り合いを意識したつどい場として本会に登録している「いきいき百歳体操」 

 

④地域ふれ愛福祉サロン参加者状況    （単位：人） 

区    分 参加者数 ボランティア数 合  計 

令和 5(2023)年度 24,976 10,393 35,369 

令和 6(2024)年度 24,167 10,337 34,504 

令和 7(2025)年度 25,461 10,096 35,557 

 

⑤地域ふれ愛福祉サロン等代表者連絡会の開催 

地域ふれ愛福祉サロン、地域交流カフェ、いきいき百歳体操の代表者を対象に、つどい場同 

士のつながりづくりや情報交換、つどい場の運営支援を目的に連絡会を開催しました。 

実施日 内     容 参加人数(サロン数) 

12月 10日 

簡単・楽しいレクリエーション講座 

講師： あそびとお話のデリバリードコデモ 

     榎本 英樹 氏 

59人（57サロン） 

 

⑥サロン通信「お福分け」の発行 

サロン等のつどい場の周知啓発と、つどい場同士の情報交換を目的に、サロン通信を発行し

ました。（８月発行 発行部数：６００部） 

 

２）地域ふれ愛福祉サロン参加者への移動支援の取り組み 

共同利用施設統廃合に伴い、サロン会場へ出向くことが難しくなった高齢者への対応につい 

て、住民自治組織、地区内介護事業所、生活支援コーディネーターで協議。令和 5年 10月より 

地区内介護事業所による移動支援の取り組みが試験的に 1か所でスタートし、令和 6年 11月よ 

り計 2か所で移動支援の取り組みを継続しています。 

また、共同利用施設統廃合の影響があったつどい場を対象に、調査分析を行い、今後の取り

組みについて協議しました。 

校 区 支援事業所 支援回数 利用人数 

鈴 原 
アール・サポートセンター和楽 

（アール物産株式会社） 
21回 39名 

 

（３）いたみスペースバンクの推進 

いたみスペースバンク事業 

  伊丹市内の事業所や個人の所有する建物や土地の空きスペースと、活動場所を求める市民

団体・グループ等のマッチングを通して、多様な地域福祉活動の促進を支援する取り組みと

して、空きスペースの有効活用を希望する事業所・個人のスペース情報登録に向けた働きか
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けを行いました。※空きスペース登録数：６件 

（４）子どもの居場所づくり活動の推進 

１）おもちゃライブラリー事業〔共同募金配分金一部充当〕       212,390円 

子どもたちが安心して遊ぶことができ、保護者同士やボランティアともつながることが 

できる居場所として実施しています。 

令和 7年度に、天神川なかよし会が活動回数を月 2回から月 4回へ増やし、花里とんとん

も開催回数が増えました。参加人数については増減があり、更に啓発を進めます。 

①おもちゃライブラリー実績（３地区） 

区 分 
天神川小学校区 

(天神川なかよし会) 

南小学校区 

(南とんとん) 

花里小学校区 

(花里とんとん) 

実施場所 北野センター 稲野公園内ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ館 伸幸苑  

年 度 
令和６ 

(2024)年度 
令和７

(2025)年度 
令和６ 
(2024)年度 

令和７
(2025)年度 

令和６ 
(2024)年度 

令和７
(2025)年度 

開催日数 17日 42日 38日 39日 28日 44日 

利用者数 158人 362人 272人 325人 184人 250人 

 
子ども(延) 79人 191人 132人 183人 92人 128人 

保護者(延) 76人 172人 117人 142人 79人 108人 

 その他(延) 3人 0人 23人 0人 13人 19人 

1 日平均利用 9.3人 13人 7.2人 8.3人 6.6人 5.7人 

ボランティア 94人 185人 143人 141人 147人 221人 

合   計 

年度 令和６(2024)年度 令和７(2025)年度 

開催日数 83日  125日 

利用者数 614人  937人 

 
子ども(延) 303人 502人 

保護者(延) 272人 422人 

 その他(延) 39人 19人 

1 日平均利用 7.4人 7.5 

ボランティア 384人 547人 

 

②おもちゃライブラリー情報交換会の実施 

令和7年度のおもちゃライブラリー運営ボランティア連絡会では、各おもちゃライブラリーの 

活動状況や課題を共有するとともに、今後の運営に向けた情報交換と意見交換を行いました。  

連絡会では、花里とんとん、南とんとん、天神川なかよし会の各団体より、コロナ禍以降の 

再開状況や参加者数の推移、参加者を増やすための工夫について報告がありました。その中で、 

掲示板へのポスター掲示、チラシ配布、口コミによる周知に加え、若い保護者世代へ情報を届 

けるためには、紙媒体だけでなく LINE等のデジタルを活用した周知も重要であることを確認し 

ました。今後は、ＳＮＳ等での情報発信や、啓発を検討します。 

実施日：11月 17日 参加人数：11人 
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２）こどもの居場所づくりへの支援 

地域の子どもたち、高齢者、ボランティア等が集い、食事や勉強などを通して交流でき 

る地域の居場所の立ち上げ・運営への支援に取り組むとともに、住民自治組織や教育・福

祉・商業など様々な分野の団体等が連携できる体制づくりに努めました。 

①こども食堂等の開設状況 

区 分 令和 5（2023）年度 令和 6（2024）年度 令和 7（2025）年度 

こども食堂 18か所 18か所 18か所 

不登校生等の居場所 6か所 6か所 7か所 

その他こどもの居場所 4か所 7か所 8か所 

 

②伊丹市内こども食堂情報交換会 

市内でこども食堂の運営や支援を行っている団体が連携を深め、関係機関とつながり合うこと

で、それぞれの活動がさらに充実したものとなること、また、地域全体でこどもの居場所づくり

に取り組む土壌づくりを目的として、情報交換会を開催しました。 

回数 実施日 内 容 参加人数 

1回 10月 8日 共同利用倉庫の利用ルールについて 19人 

 

４．地域で育みあう福祉学習 
（１）地域住民や障がいのある人等と連携した福祉学習プログラムの組み立て 

学校及びＰＴＡ等からの各種相談に対応…５６件 

内訳：ボランティア調整件数１１件（延べ 103人）、活動機材貸出４５件、情報提供０件 

 

（２）なつボランティア体験学習の開催 

児童・生徒が、ボランティア意識や思いやりの心を育むことを目的に、夏休み期間中に地域 

で実施している様々なボランティア活動や地域福祉活動等に参加する機会づくりとして福祉講 

座を開催しました。 

１）ボランティア活動・地域福祉活動への参加 

対  象：市内在住・在学の小～大学生、大人   

参加人数：３２人 

実施期間：７月１９日～９月２８日 

活動場所：計２９か所（活動受入日数 計５８日） 

①地域福祉活動（地域ふれ愛福祉サロン、こども食堂）１２か所 

②ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ活動（調理・食を通した活動、特技を生かした活動）１０か所 

③福祉施設等での活動  ７か所 ④その他  ０か所 
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 ２）福祉講座 

No 講 座 日時（回数） 講 師 等 
参加人数 

(延べ) 

1 
こども手話 

講座 

（小学校 1～3年生）7月 25日・7月 31日 

・8月 6日・8月 7日（全 4回講座） 手話サークルこゆびの会 

伊丹聴力障害者協会 

13人 

（39）  
（小学校 4～6年生）7月 25日・7月 31日 

・8月 6日・8月 7日（全 4回講座） 

  9人   

 （21） 

2 
視覚障害・盲導

犬のお話 

(小学生) 7月 24日 午前   川口 友子氏 
中止 

(中学生～大学生) ７月 2４日午後   中止 

3 
高齢者施設って

どんなところ？ 
(小学生～中学生) 8月 4日午後 オアシス千歳 4人 

4 

車いすの車輪を

一緒にデザイン

しよう 

（中学生～大学生) 8月 7日午後  

（小学生）        8月 21日午後       

伊丹市立障害者デイサービ

スセンター 

4人 

4人 

 

（３）こどもボランティアクラブの開催 

継続したボランティア活動を通して、子どもたちがボランティア活動の楽しさを知り、

思いやりの心を育むことを目的に、小学校４～６年生までの子どもを対象としたクラブ活

動を実施しました。令和７年度は、稲野小学校区エリアの地域交流カフェわいわいサロン

と協働で、参加小学生による地域のつどい場（カフェ）づくりを企画から運営まで行いま

した。 

 活動者：５名 

No. 日 時 内 容 

1 11月 8日 
オリエンテーション、モルックで交流 

地域交流カフェ（実施場所）の見学 

2 11月 15日 
つどい場づくりに向けた協議と準備① 

（地域交流カフェわいわいサロンさんにも同席をいただく） 

3 11月 29日 つどい場づくりに向けた協議と準備② 

4 12月 6日 つどい場づくりに向けた協議と準備③ 

5 12月 13日 つどい場の実施（会場：稲野地区助け合いセンター） 

6 12月 26日 振り返り 

 

（４）トライやるウィークの受け入れ  

中学生の社会参加の場として「トライやるウィーク」の受け入れを行い、地域のボラン 

ティア活動や、ボランティアグループでの活動体験を行いました。 

No 受け入れ中学校 人数 日  時 

1 荒牧中学校 2人 5月 12日～5月 16日 

2 東中学校 3人 5月 19日～5月 23日 

3 南中学校・北中学校  2人 5月 26日～5月 30日 

4 天王寺川中学校  3人 6月 2日～6月 6日 
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（５）ボランティア・市民活動センター運営委員会の開催 

伊丹市におけるボランティア・市民活動を推進するため、そのあり方を検討するととも 

に、活動拠点となる伊丹市ボランティア・市民活動センターの運営について協議することを目 

的として開催しました。 

 運営委員：１４人（任期：令和７(2025)年 6月 1日～令和９(2027)年 5月 31日） 

回数  開催日 内  容 参加人数 

第 1回 7月 29日 

・令和 6年度ボランティア・市民活動センター事業報告について 

・伊丹市社会福祉協議会第 8次地域福祉推進計画について 

・令和 7年度ボランティア・市民活動センター実施事業について 

・各委員より日頃の活動紹介と今後の課題や期待について 

・令和 7年度ボランティアグループ活動助成金Ａ・B審査会 

・令和 7年度新規ボランティアグループ応援助成金審査会 

12人 

第 2回 10月 17日 

・令和 7年度上半期の事業進捗報告について 

・いきいきプラザ大規模改修工事中のボランティアセンターの関わ

りについて 

11人 

第 3回 2月 13日 

・令和 7年度下半期の事業進捗報告について 

・委員が感じている伊丹市のボランティア・市民活動の課題や取

組み案について 

12人 

 

（６）ボランティア養成（スキルアップ）講座 

１）地域デビュー応援講座 

 新たな役割や生きがいを求める定年退職者等と、新たな仲間を求める様々な活動主体が一堂 

に会する機会をつくり、定年退職者等が新たな活動を見つけるきっかけづくりを目的に講座を 

開催しました。令和７年度は、障害者デイサービスセンター横の空き地を活用して、土づくり 

から始めて畑を開墾し、野菜作りを行いました。 受講者：３名 

講座名 実施日 内  容 ・ 講  師 

地域デビュー 

応援講座 

11月 26日 
（内     容）オリエンテーション 

（オブサーバー）溝上 琢磨氏 

12月 3日～ 

1月 7日 

（内        容）土づくり・土嚢袋で野菜作り  

（オブサーバー）溝上 琢磨氏 

12月 5日 
（内容）あそぼうよ！かくれ家農園カフェ見学 

（協力）あそぼうよ！かくれ家農園カフェ 

1月 14日 
（内     容）振り返り 

（オブサーバー） 溝上 琢磨氏 

 

２）認知症サポーター ステップアップ講座(地域包括支援センター共催事業) 

地域包括支援センターが実施する認知症サポーター養成講座の受講修了生を対象に、更に 

知識を深めるとともに、活動意欲や活動イメージの醸成を図り、受講後の活動実践の一つと 

して、ボランティア活動へのきっかけづくりとすることを目的に、ステップアップ講座を開

催しました。 
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実施日 内  容 ・ 講  師 参加人数 

12月 25日 

前半：認知症状についての講義 

(講 師)SAIYOデイサービスリハビリセンター 早川 英伸 氏 

 

後半：認知症の人等を支える活動紹介 

（市内の活動者・団体より） 

（登壇者）オレンジカフェ “ゆうかり”   岡 昌史氏 

若年認知症の会ふらっと      水木 直子 氏                    

25人 

 

３）おやこであそぼうフェスタ（子育て世代つながり講座） 

子育て中の親の孤立感解消や、同じ子育て世代の仲間と知り合う機会づくりを目的に、親子 

の居場所づくりをされているグループによる遊びのブース出展を、いきいきプラザの１階ロビ 

ーで行いました。たくさんの親子の参加を得て、身近な地域で開催されているつどい場を知っ 

てもらう機会となりました。 

  講座 実施日 内  容 ・ 講  師 参加人数 

おやこで 

あそぼう 

フェスタ 

3月 5日 

①顔出しパネル (協力)子育てカフェよりみち 

②オリジナル楽器の製作 

 （協力）子育て支援ボランティアもこもこ 

③輪投げ （協力）花里とんとん 

④的当て (協力）南とんとん・天神川なかよし会  

約 70人 

 

（８）ボランティア活動の啓発・活性化 

１）スマホ☆カフェ 

スマートフォンの操作等を学び合い、新しいコミュニケーションツールとして地域福祉活動 

に活かしてもらうこと、また、参加者同士の交流の場づくりとして、スマホ☆カフェを開催し

ました。 

＜開催日＞毎月第 2・4火曜日 16：30～17：30（年間２４回開催） 

＜協 力＞はじめてパソコン 朝山 克俊 氏、個人ボランティア 

 

２）ボランティア交流会 

ボランティア同士の交流や情報交換、また、新たなつながりを作ることを目的に交流会を開

催し、ボランティア活動の活性化を図りました。  

実施日 内  容 ・ 講  師 参加人数 

1月 28日 

①コミュニケーションのミニセミナー 

（講師）発達障害者支援センタークローバー相談支援員  

雪野 りな 氏 

②情報交換・座談会  

35人 

 

３）「ボランティア活動情報」の発行 

「ボランティア活動情報」を月１回発行しました。ボランティア活動紹介やボランティアグ 

ループ主催のイベント情報等を取り上げ、登録ボランティアだけでなく、関西スーパーや郵便 

局などへも情報提供するとともに、ＳＮＳ（ブログ・ＬＩＮＥ）を活用した情報発信を行いま
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した。発行回数：１２回（毎月第３金曜日） 

発行部数：１，９３０部 送付方法：郵送・Ｅメール・ＬＩＮＥ等 

 

４）ボランティア・市民活動情報の提供 

市民活動情報紙「社協だより(年２回発行)」及びアイ愛センター情報紙「ポテトサラダ(年６

回発行)」に様々なボランティアに関する記事を掲載し、情報発信に努めました。 

 

５）その他 

ボランティアグループ等の主催による、いたみいきいきプラザのロビー等を使用した季節行

事や教室、つどい場等が実施される等ボランティア活動を通じたつながりが広がっています。 

活動区分 内  容 

季節行事 ・こどもの日  ・七夕  ・クリスマス  ・ひな祭り 

飲食提供・交流 ・喫茶（コーヒー）  ・こども食堂 

テーマ型交流 ・将棋サロン  ・フレイル予防体操  

各種教室 ・防災学習会  

技術提供 ・おもちゃ修理  ・木工製作等 

    

（９）ボランティア・市民活動センターの拠点機能の強化 

１）ボランティア相談                        （単位：件） 

 

２）ボランティア支援 

①ボランティア活動の振興を図るため、ボランティアグループ活動助成金を交付しました。 

令和７(2025)年度：ボランティアグループ活動費助成金〔共同募金配分金充当〕 

５４４，７００ 円（１４グループ） 

 

②新規に立ち上がったボランティアの活動の維持及び活性化を図るために、新規ボランテ 

ィアグループ応援助成金を交付しました。 

令和 7(2025)年：新規ボランティアグループ応援助成金〔ボランティア基金充当〕 

３０，０００円（１グループ） 

 

３）ボランティア情報支援 

貸出・閲覧用福祉関係書籍・ビデオ・紙芝居・機材を充実させ、貸出を行いました。 

書籍２件、認知症啓発グッズ１件、機材１２７件 総貸出件数１３０件 

 

 

 

区 分 指導助言 情報提供 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ調整 その他 合 計 

令和 5(2023)年度 3 71 218 7 299 

令和 6(2024)年度 0 73 245 3 321 

令和 7(2025)年度 2 63 196 7 268 
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４）ボランティア・市民活動センター昆陽池分室（アイ愛センター内） 

アイ愛センター内に設置しているボランティア・市民活動センター昆陽池分室において、ア

イ愛センターを拠点に活動するボランティアグループ等への窓口対応や、ボランティアの登

録・情報提供を行いました。 

また、アイ愛センターが実施する障がい者に関するボランティア養成事業についても、連携

して開催しました。 

 

（10）ボランティア共済保険等の取り扱い  

兵庫県社会福祉協議会の依頼を受け各種ボランティア共済保険の受付業務を行いました。 

①ボランティア・市民活動共済保険    ３，３８０件（内災害型特例型１１３件） 

②ボランティア活動等行事保険         ９１件 

③ボランティア移送サービス・交通傷害保険     ０件 

④事故受付対応件数                ９件 

 

（11）ボランティアの登録状況 

区 分 令和 5(2023)年度 令和 6(2024)年度 令和 7(2025)年度 

個  人 ― 190人 ― 200人 ― 184人 

グループ 152 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 1,840人 154 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 1,816人 149 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 1,666人 

計 154 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 2,030人 154 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 2,016人 149 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 1,850人 

 

（12）ボランティア調整状況   

 

 

（13）福祉サポーターポイント事業（市委託事業）                    2,498,235円 

市民の社会参加や生きがいづくりを支援し、介護予防の推進や地域で支え合うことができる 

体制づくりのため実施しました。 

 

 

 

 

 

区 分 個人 施設 社協 行政 団体 学校 その他 合計 

令和５ 

(2023) 

年度 

調整件数（件） 12 1,192 23 6 153 40 0 1,426 

延人数（人） 14 2,383 65 40 397 287 0 3,186 

令和 6 

(2024) 

年度 

調整件数（件） 3 1,680 25 1 96 23 2 1,830 

延人数（人） 4 2,869 106 22 307 207 6 3,521 

令和 7 

(2025) 

年度 

調整件数（件） 10 1,584 22 3 77 21 1 1,718 

延人数（人） 10 2,904 72 8 196 207 6 3,403 
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１）登録状況 

 ①サポーターの登録状況（年代は令和８(2026)年 3月 31日時点）       (単位：人) 

登録者数 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 合計 

令和５ 

(2023) 

年度 

継続者 0 0 2 9 14 18 83 72 7 205 

新規 0 0 1 2 2 1 7 0 0 13 

廃止 0 0 0 1 0 0 4 5 0 10 

全体 0 0 3 10 16 19 86 67 7 208 

令和６ 

(2024) 

年度 

継続者 0 0 3 8 18 17 77 72 13 208 

新規 0 0 1 3 6 2 5 1 0 18 

廃止 0 0 0 0 0 0 4 1 2 7 

全体 0 0 4 11  24 19 78 72 11 219 

令和７ 

(2025) 

年度 

継続者 0 0 3 11 25 15 71 83 11 219 

新規 0 1 1 2 5 0 8 3 0 20 

廃止 0 0 0 1 0 0 1 6 1 9 

全体 0 1 4 12 30 15 78 80 10 230 

  

②受け入れ施設の登録状況                     (単位：人) 

受入施設数 高齢 障害 子ども 病院 その他 合計 

令和５ 

(2023) 

年度 

継続施設 41 7 2 1 0 51 

新規 2 0 0 0 0 2 

廃止 0 0 0 0 0 0 

全体 43 7 2 1 0 53 

令和６ 

(2024) 

年度 

継続施設 43 7 2 1 0 53 

新規 2 0 0 0 0 2 

廃止 0 1 0 0 0 1 

全体 45 6 2 1 0 54 

令和７ 

(2025) 

年度 

継続施設 45 6 2 1 0 54 

新規 1 0 0 0 0 1 

廃止 2 0 0 0 0 2 

全体  44 6 2 1 0 53 

 

２）施設ボランティアコーディネーター連絡会の開催 

今後のボランティア活動の活性化につなげることを目的に、ボランティア受入施設及び、福

祉サポーターポイント事業登録施設、並びに、今後ボランティア受入を検討している施設の職

員がつどい、受入状況や活動内容、課題等の情報共有、意見交換等を行いました。 

実施日 内     容 参加人数 

3月 24日 

１．「ボランティアの依頼の流れ、ボランティアの受け入れ体制について」  

【発表者】ボランティア・市民活動センター 大久保 実莉 

２.「ボランティア紹介」 

【協力】Ｄクラブあかずきんちゃん 宮本氏  

    沖縄三線サークル島風 

３．意見・情報交換会 

11人 

(9施設) 

 

 



－ 24 － 

 

 

推進目標２ 誰もが認めあい、共に活動できる共生のまちづくりと 

社会参加 
１．一人ひとりの「強み」を活かせる協働による社会参加の機会づくり 
(１）生きづらさを抱えた人が社会との関わりを持てる社会参加の機会づくり 

１）自立生活プログラム  

意思決定支援について学ぶとともに、参加者同士で意思決定支援についての意見交換や普段 

の生活で困っていることや疑問を共有しました。 

講  師：関西福祉科学大学 教授 小口 将典 氏 

実施日時：１０月１０日 １０：００～１２：００ 

参加人数：３８人 

 

(２）当事者組織（セルフヘルプグループ）への支援 
１）当事者会(家族会)の支援   

要援護者を抱える家族や当事者の福祉の向上を図るため、情報交換、研修会、親睦、交 

流等の活動を展開している当事者会（家族会）の活動を支援しました。 

①ほほえみの会（伊丹市認知症等介護者家族の会 ）   （29回：延べ 312人） 

②きたいの会（伊丹市男性介護者きたいの会）     （12回：延べ  54人） 

 

２）ひきこもりについて悩みをもつ家族への支援 

ひきこもりについて悩みをもつ家族同士が日頃の悩みや思いを安心して話し合える交流

の場として「ひきこもり家族のつどい」を開催するとともに、必要に応じて制度やサービ

スに関する情報提供を行いました。また、参加者からの要望を受け、勉強会を実施するほ

か、参加者が自ら企画した当事者との交流会も行いました。 

活動内容 回数 内容 参加人数（延べ） 

定例会 10回 近況共有、情報交換、当事者との交流 43人 

勉強会 2回 

第 1回：障害者手帳のサービス内容について 

第 2回：将来の不安に備えるお金のサポート制度～成

年後見人制度等～ 

14人 

活動合計 12回  57人 

 

３）若年認知症の本人と家族への支援  

若年認知症の本人と家族への支援について考える「若年認知症の会『ふらっと』」の活動を 

支援しました。当事者・当事者家族による交流の機会づくりに取り組みました。 

定例会回数 散歩クラブ回数 参加者数（延べ） 

12回 ※10回 195人 

※熱中症対策のため、年 2 回は屋内でのレクリエーションを実施。 
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２．誰もが参加しやすく、共に活動できる多様な機会の創出 
（１） 誰もが「共に活動できる取り組み」を生み出すためのプラットフォームづくり 

伊丹市立障害者福祉センターの運営  （伊丹市指定管理事業）      69,065,385円 

障がいのある人の自立、社会参加の促進及び地域における交流啓発の拠点である市立障 

害者福祉センターの適切な運営管理に取り組みました。 

１）部屋等貸出事業＜施設利用状況＞ 

①障害者福祉センター（専用貸出部分・一部一般利用含む） 

 

区    分 

1  階 2  階 3  階 小計① 

プー

ル 

ﾌｨｯﾄﾈｽ 

ﾙｰﾑ 
ADL室 会議室 

集会 

研修室 

多目

的室 

調理 

実習室 
ｶﾙﾁｬｰ 

ﾙｰﾑ1 

ｶﾙﾁｬｰ 

ﾙｰﾑ2 

大集

会室 

屋上 

訓練場 
 

令和5 
(2023)

年度 

利用件数(件) 438 454 6 376 590 703 236 465 381 658 35 4,342 

利用人数(人) 2,042 3,336 10 2,750 7,876 4,449 2,610 4,874 3,419 10,850 408 42,624 

令和6 
(2024)

年度 

利用件数(件) 405 411 1 385 593 708 275 452 385 659 36 4,310 

利用人数(人) 1,870 3,337 5 2,511 7,520 4,478 3,219 4,689 3,393 10,063 401 41,486 

令和7 
(2025)

年度 

利用件数(件) 342 432 2 371 615 765 274 427 392 588 37 4,245 

利用人数(人) 1,696 3,576 10 2,387 8,360 5,307 3,588 4,719 3,558 9,650 393 43,244 

 

②障害者デイサービスセンター（専用貸出部分） 

区     分 芝生広

場 
陶芸室 小 計② 合計（小計①＋②） 

令和5 

(2023)年度 

利用件数(件) 45 54 99 4,441 

利用人数(人) 234 407 641 43,265 

令和6 

(2024)年度 

利用件数(件) 42 56 98 4,408 

利用人数(人) 234 390 624 42,110 

令和7 

(2025)年度 

利用件数(件) 46 69 115 4,360 

利用人数(人) 236 417 653 43,897 

※ 令和７(2025)年度 ：開館日 304日、1日当たり利用者数約 144人 

 

③プール個人使用・一般開放 

・一般開放                ・個人使用（障害者手帳を持つ人の個人使用） 

年度 開設日数 利用人数  年度 開設日数 利用人数 

2023年度 157 日 2,168 人  2023年度 188 日 787 人 

2024年度 165 日 1,767 人  2024年度 190 日 691 人 

2025年度 159 日 2,193 人  2025年度 177 日 798 人 

 

④ボランティアルーム 

年度 
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾙｰﾑ 録音室前（点字） 録画室（字幕） 録音室外（朗読） 合計 

件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 

2023年度 433  3,924  120  473  80  104  444  3,200  1,077  7,701  

2024年度 436  3,732  100  449  85  106  385  2,921  1,006  7,208  

2025年度 416  3,750  107  511  34  45  336  2,868  893  7,174  
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２）福祉情報提供事業 

障害者福祉センター独自の機関紙「ポテトサラダ」を発行し、センターの事業や講座、教室 

などの案内やイベント等に関する情報提供、並びに伊丹市の行政情報などの障がい者に必要な 

福祉情報を、ボランティアの協力を得て提供しました。令和６年度から、デジタル化の普及や

環境などへの配慮等の観点から、ポテトサラダ発行部数を減らし、ペーパーレス化を進めまし

た。また、障がいの有無に関わらず、様々な世代にアイ愛センターを知ってもらうために、 

ＬＩＮＥや Instagramを活用し情報をリアルタイムに発信しました。 

①ポテトサラダ（アイ愛センター情報紙）の発行 

発行回数：６回       発行日：奇数月の１５日  

仕様等：Ａ４版・２色刷り  発行部数：２，３００部  

配付先：市内福祉関係施設・団体・学校、伊丹市役所、アイ愛センター登録者、 

民生委員児童委員・ボランティアなど 

②障がい者向け福祉情報 

種    類 形    態 対 象 者 発行回数 発行数／１回 

ポテトサラダ(ｾﾝﾀｰ情報誌) 録音(デイジー) 視覚障がい者  6回 31本 

市広報伊丹 録音(デイジー) 視覚障がい者 21回 31本 

情報番組伊丹だより テロップ(ＤＶＤ) 聴覚障がい者等 12回  1本 

市議会だより 録音(デイジー) 視覚障がい者  4回 27本 

 ③そのほか SNSによる情報発信 

  ・Instagram：９０投稿／年 

  ・ＬＩＮＥ ：３５投稿／年 

 

（２）多様なテーマで相互理解を深め、共に活動できる共生の居場所づくり 

１）文化・スポーツ教室事業 

障がい者の生きがいづくりと健康維持をサポートし、日常生活をより活動的で豊かに、

主体的に楽しむきっかけ、居場所づくりとしてのアイ愛カルチャーを実施しました。また、

誰もが共に活動できる教室として、障がいのない方も参加できる教室を実施しました。 

①登録人数…３１７人（前年２９４人） 

（肢体 104・視覚 26・聴覚 25・内部 10・知的 107・精神 42・その他 3） 

 ②教室 

教 室 名 
回数 

(回) 

障がい別参加者数（人） 
一般 

支援 

者等 

合計 

(人) 視覚 聴覚 肢体 内部 知的 精神 難病 小計 

文 化 教 室（場所：アイ愛センター） 

1 華 道 9 7 8 20 0 0 6 0 41 0 17 58 

2 Hello！English 10 0 0 36 11 0 15 0 62 0 4 66 

3 絵手紙 10 0 0 18 0 0 6 2 26 12 2 40 

4 スマイルハーモニー 10 41 0 70 0 0 3 7 121 0 34 155 

5 陶 芸 5 0 0 0 0 5 2 0 7 0 4 11 

6 茶 道 8 1 0 41 0 0 0 2 44 0 10 54 
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教 室 名 
回数 

(回) 

障がい別参加者数（人） 
一般 

支援 

者等 

合計 

(人) 視覚 聴覚 肢体 内部 知的 精神 難病 小計 

文 化 教 室（場所：アイ愛センター） 

7 書の苑 10 3 18 25 10 0 9 0 65 0 0 65 

8 楽しい朗読 10 0 0 55 0 0 10 0 65 0 0 65 

9 なりきりスタア★カラオケ 9 0 0 15 0 9 3 0 27 0 9 36 

10 アトリエカラフル 10 7 0 30 0 0 10 1 48 0 0 48 

11 おとなのぬり絵 10 0 21 24 6 12 15 0 78 0 4 82 

12 苔テラリウム 1 0 1 5 0 0 0 0 6 5 2 13 

13 押し花 5 0 2 21 0 2 0 0 25 0 9 34 

14 “ｸﾗﾌﾄ”を楽しもう 4 0 2 15 0 0 0 0 17 0 7 24 

15 スイーツデコ 2 0 0 2 0 0 0 0 2 3 0 5 

小 計 113 59 52 377 27 28 79 12 634 20 102 756 

ス ポ ー ツ 教 室（場所：アイ愛センター） 

16 ｳｫｰﾀｰﾌｨｯﾄﾈｽ 8 0 9 15 0 0 4 0 28 0 7 35 

17 ズンバゴールド 10 0 0 7 1 47 5 0 60 7 64 131 

18 ヨーガ 10 26 10 24 18 0 0 0 78 0 37 115 

19 ｽﾎﾟｰﾂｳｪﾙﾈｽ吹矢 7 0 6 17 0 0 3 0 26 0 18 44 

20 健康体操 9 16 0 14 9 0 6 0 45 0 9 54 

21 車いすテニス 8 0 1 16 0 0 0 0 17 0 26 43 

22 木曜卓球 10 0 1 17 3 19 10 0 50 0 29 79 

23 バスケットボール 10 0 0 0 0 65 0 0 65 0 77 142 

24 Ryoのﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄｴｸｻｻｲｽﾞ 10 17 10 56 9 0 9 0 101 0 19 120 

25 土曜卓球 10 0 0 19 3 28 27 1 78 0 20 98 

26 ピンキーボール体操 10 8 6 72 18 2 0 0 106 20 15 141 

27 GoGo!モルック 7 2 20 20 0 1 0 0 43 13 39 95 

28 めだか教室 8 0 0 0 0 54 0 0 54 0 54 108 

小 計 117 69 63 277 61 216 64 1 751 40 414 1,205 

合 計 230 128 115 654 88 244 143 13 1,385 60 516 1,961 

 

２）研修事業 

市民及び福祉事業従事者を対象にボランティア養成講座・従事者研修を実施しました。                        

（修了者は８割以上出席者）  

№ 講  座  名 
実施 

回数（回） 

参加実 

人数（人） 

参加延 

人数（人） 

修了者 

数（人） 

出席率 
（％） 

ボランティア養成講座 

1 手話ボランティア入門講座（入門課程・昼間）  20 9 173 9 96.1 

2 手話ボランティア入門講座（入門課程・夜間） 20 15 257 13 85.7 

3 手話ボランティア入門講座（基礎課程・昼間） 20 13 184 8 70.8 

4 手話ボランティア入門講座（基礎課程・夜間） 20 16 213 9 66.6 
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№ 講  座  名 
実施 

回数（回） 
参加実 

人数（人） 
参加延 

人数（人） 
修了者 

数（人） 
出席率 
（％） 

ボランティア養成講座 

5 聞こえの啓発講座 3 18 32 - 59.3 

6 要約筆記きっかけ講座 2 5 6 - 60 

7 音訳ボランティア入門講座 8 4 27 2 84.4 

8 音訳ボランティア応用講座 4 35 87 - 82.9 

小 計 97 115 979   

従  事  者  研  修 

9 手話通訳者・奉仕員現任研修（手話ケース検討会議） 10 25 207 - 82.8 

10 医療機関手話通訳者現任研修 5 16 53 - 66.3 

11 手話指導者現任研修 4 23 71 - 77.2 

12 要約筆記従事者現任研修 2 7 7 - 50.0 

小 計 21 71 338   - - 

合 計 118 186 1,317 41  

 

４）在宅福祉サービス事業 

①手話通訳者派遣事業                              （伊丹市委託事業）2,796,966円 

聴覚障がい者等が社会生活において必要不可欠な外出の際、円滑な意思疎通を図るために、 

手話通訳者を派遣することで、意思の伝達手段を確保しています。 

区 分 派遣件数 派遣時間 手話通訳者 

令和 5(2023)年度 372件 1,143.0時間 39人 

令和 6(2024)年度 373件 1,127.5時間 40人 

令和 7(2025)年度 324件 1,064.0時間 34人 

 

②要約筆記者等派遣事業                        （伊丹市委託事業） 3,708,996円 

中途失聴者、難聴者が、地域生活または社会生活を営む上で必要な意思疎通を行うた 

め、要約筆記者等を派遣することにより社会参加の支援を行っています。 

区 分 派遣件数 派遣時間 要約筆記者等 

令和 5(2023)年度 111件 989.0時間 12人 

令和 6(2024)年度 117件 928.0時間 12人 

令和 7(2025)年度 122件 927.5時間 13人 

 

５）車いす貸出事業                       

一時的な身体の機能障がい等により日常生活に支障のある方、又はその家族等に車いす 

を貸出し、生活の質の向上を図るとともに、家族の介護負担の軽減等、在宅生活を支援し 

ました。（貸出料金：日額 100円、月額 1,000円） 

保有台数：  ４８台（令和 6(2024)年度： ４７台）  

貸出件数：３８６件（令和 6(2024)年度：２６２件） 
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（３）誰もが気軽に集える場をめざすアイ愛センター運営 

１）障害者福祉センター交流・啓発事業 

障がい者の社会参加を促進するとともに、市民への障がい者理解の啓発を推進するため 

に各種事業を実施しています。 

 ①交流・啓発事業 

区   分 対象者 
回数 

(回) 

参加者数 

(延/人) 
内        容 

自立のための 

生活講座 
精神障がい者 3 28 

①「マインドフルネスを実践しよう！」②「大丈夫、大丈

夫。気楽に。～初めての人との関わり方～」③「スマホの

トラブルに注意！！～悪質商法の手口と騙されないための

対処法～」※精神障がい者地域生活検討会と協働実施。 

クリスマス会 全障がい者 1 17 ボッチャ、フライングディスクを楽しむ。 

伊丹青い鳥学級 視覚障がい者 1 31 大阪・関西万博見学「AIスーツケース体験」 

伊丹くすの木学級 聴覚障がい者 1 24 岡山県倉敷市「美観地区」 

アイ愛センター 

交流モルック大会 
どなたでも 1 48 

障がいの有無に関わらず、モルックを通じて交流、障が

い理解の啓発、アイ愛センターの周知等を行う。 

合    計 7 148  

     

区   分 対    象    者 回 数(回) 出展数(点) 内        容 

障がい児・者作品展 
市内在住、在学、在勤の

障がいのある人 
1 約100点 作品展示 

 

②手をつなぐ夏の夕べ 

障がいのある人もない人も、子どもから高齢者まで、アイ愛センターを通じて誰もが楽しみ、 

ともに交流できるイベントとして「手をつなぐ夏の夕べ」を開催しました。 

実施日 ：８月１６日   

場 所 ：障害者福祉センター   参加人数：約１５０人 

内 容 ：障がい関係団体、障がい者サービス事業所、ボランティアグループ等による       

フリーマーケット、多田駿介氏によるマリンバ演奏、ボッチャでダーツ、 

ｅスポーツ体験、ぴあかんカフェ、キャンディバック作り体験、謎解きゲーム 

 

③フェスタ・イン・いたみ 

毎年、１２月３日から９日の「障害者週間」を記念して、障がいのある人もない人も、子ど 

もから高齢者まで、アイ愛センターを通じて誰もが楽しみ、ともに交流できるイベントとして 

「フェスタ・イン・いたみ」を開催しました。 

実施日 ：１２月１３日  

場 所 ：障害者福祉センター    参加人数：約２５０人 

内 容 ：大阪芸術大学短期大学部ポピュラー音楽コースの皆さんによるミニコンサート 

障がい者関係団体、障がい者サービス事業所、ボランティアグループ等による 

フリーマーケット、障がい者グループ等による発表ステージ、大抽選会 
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④ロビーコンサート 

アイ愛センターのロビーや屋外広場を活用したイベントを開催し、さまざまな人がアイ愛セ 

ンターへ来るきっかけづくりを行いました。 

日 時 ：令和８年３月２９日 

内 容 ：伊丹生まれ・伊丹育ちの音楽ユニット、「ツキサケ」よるミニコンサート 

 

⑤地域とのつながり 

稲野小学校区自治協議会の総会終了後に、アイ愛センターの紹介をするとともに、アイ愛セ 

ンターの貸出物品の中から、モルック、スカイクロス、スローイングビンゴの体験会を実施し 

ました。また、稲野小学校夏祭りに「ボッチャでビンゴ！」で出店し、障がい者スポーツに触 

れる機会をもうけるなど、コミュニティワーカーと連携しながら、センターのある稲野小学 

校区の地域住民との交流・連携を深める活動を広げ、センターの周知啓発、障害理解の促進を 

図りました。 

 

２）障害者生活支援事業                  （伊丹市委託事業）      13,964,521円 

                      （指定特定相談事業所）  4,124,753円 

障がい者とその家族の地域における生活を支援し、在宅障がい者の自立と社会参加の促 

進を図ることを目的に、関係機関と連携しつつ、障害福祉サービスの利用やその他関連施 

策、専門機関に関する情報提供、社会資源の活用支援、社会生活を高めるための支援、専 

門職による相談支援等の総合的な相談支援を行いました。 

① 専門相談 医師等の専門職による相談を実施                                        （単位：件） 

区 分 
精 神 

(児童） 

精 神 

(成人） 
心 理 

理学療法 

士(PT) 

作業療法 

士(OT) 
看 護 

言語聴覚 

士(ST) 
計 

令和 5(2023)年度 112 45 2 0 31 1,235 61 1,486 

令和 6(2024)年度 117 59 3 5 28 1110 64 1,386 

令和 7(2025)年度 105 49 2 0 29 1,121 62 1,368 

※令和 3(2021)年度より、言語聴覚士相談を実施 

 

② 生活相談及びピア・カウンセリング 

（生活相談）                           （単位：件） 

項 目 別 視覚 聴覚 肢体 内部 知的 精神 児童 他 合計 

① 障害福祉ｻｰﾋﾞｽの利用 341 0 1,542 0 282 120 3 34 2,322 

② その他の福祉ｻｰﾋﾞｽ利用 5 0 6 0 3 0 0 0 14 

③ 地域生活への移行 0 0 68 0 0 0 0 8 76 

④ 家庭生活 24 0 50 0 38 13 0 6 131 

⑤ 社会生活 0 0 3 0 3 9 0 1 16 

⑥ 社会参加 36 0 7 0 6 12 0 15 76 

⑦ 権利擁護・成年後見 8 0 9 0 4 1 0 1 23 

⑧ 経済関連 2 0 13 0 2 2 0 7 26 

⑨ 就 労 7 0 29 0 6 2 0 1 45 
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項 目 別 視覚 聴覚 肢体 内部 知的 精神 児童 他 合計 

⑩ 介 護 0 0 11 0 0 0 0 0 11 

⑪ 住 宅 1 0 0 0 1 0 0 0 2 

⑫ 医 療 2 0 100 0 4 7 2 8 123 

⑬ 療育関連 0 0 0 0 0 0 3 0 3 

⑭ 進 路 0 0 0 0 0 0 2 0 2 

⑮ 意見・要望 0 0 0 0 0 0 0 1 1 

⑯ その他 16 0 62 0 12 20 0 47 157 

合  計 442 0 1,900 0 361 186 10 129 3,028 

（ピア・カウンセリング）                      （単位：件） 

項 目 別 視覚 聴覚 肢体 内部 知的 精神 児童 他 合計 

① 障害福祉ｻｰﾋﾞｽの利用 1 0 0 0 8 3 0 0 12 

② その他の福祉ｻｰﾋﾞｽ利用 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

③ 地域生活への移行 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

④ 家庭生活 0 0 0 0 0 7 0 0 7 

⑤ 社会生活 0 0 0 0 0 6 0 0 6 

⑥ 社会参加 2 0 0 0 2 8 0 1 13 

⑦ 権利擁護・成年後見 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

⑧ 経済関連 0 0 0 0 0 1 0 0 1 

⑨ 就 労 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

⑩ 介 護 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

⑪ 住 宅 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

⑫ 医 療 0 0 0 0 0 2 0 0 2 

⑬ 療育関連 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

⑭ 進 路 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

⑮ 意見・要望 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

⑯ その他 0 0 1 0 0 8 0 0 9 

合  計 3 0 1 0 11 35 0 1 51 

 

③ピア・サポーター会議及び研修会 

ピア・カウンセリング（同じ障がいを持つ仲間の相談）のサポーター（相談員）の情報共 

有、意見交換等を目的とした会議を実施しました。 

定例会議 参加人数 主な内容 

5月 20日 9人 今年度のピアカウンセリングの実施について 

3月 17日 7人 今年度の振り返りと来年度に向けて 

 

④「伊丹市障害者地域自立支援協議会」事務局の運営 

伊丹市及び３か所の市委託相談支援事業所とともに「伊丹市障害者地域自立支援協議会」の

事務局を担当し、地域課題の集約やその発信と協議、各検討会実施事業などを通じて、様々な

関係機関との連携に取り組みました。（詳細については、53ページに記載） 
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⑤「伊丹市障害者相談支援事業所連絡会」への参加 

伊丹市及び市内の指定特定相談支援事業所とともに連絡会へ参加し、事例検討などを中心に

相互の資質向上、連携体制の構築に取り組みました。（６回） 

 

３）指定計画相談支援事業所の指定及び計画相談支援の実施 

 伊丹市より「指定特定相談支援事業所」の指定を受け、障害福祉サービスを利用する障 

がいのある人に対して、その心身の状況、置かれている環境等を勘案し、「サービス等利 

用計画」を作成するとともに、当該計画に基づいた適切な支援が確保されるよう、サービ 

ス提供事業者等の関係機関と連携し支援を行いました。 

①利用契約件数                   （単位：件） 

区 分 身体障がい者 その他 計 

令和 5(2023)年度 1 0 1 

令和 6(2024)年度 1 2 3 

令和 7(2025)年度 3 0 3 

 ②計画作成件数                   （単位：件） 

区 分  サービス利用支援計画 継続支援計画 計 

令和 5(2023)年度 97 118 215 

令和 6(2024)年度 89 99 188 

令和 7(2025)年度 97 111 208 

 

４）障害者デイサービスセンターの管理運営 （伊丹市指定管理事業）  177,082,767円 

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（障害者総合支援法）に 

基づく「生活介護」及び「自立訓練（機能訓練）」の給付を受けた在宅の重度障がい者 

を対象に、日中活動支援及び機能訓練を提供する「障害者デイサービスセンター」の運 

営管理を実施しました。 

また、市内の障がい者を対象に、理学療法、作業療法、その他必要なリハビリテーショ 

ン及び生活に関する相談支援を提供する「伊丹市機能訓練事業」を、ＹＯＵ医療保健福祉 

研究所との協働・連携により実施しました。 

①登録人数＜各年度 4月現在＞                （単位：人） 

区 分 令和5(2023)年度 令和6(2024)年度 令和7(2025)年度 

生活介護 45 39 40 

自立訓練（機能訓練） 0 1 1 

伊丹市機能訓練事業 26 25 23 

②延利用者数                        （単位：人） 

区 分 令和5(2023)年度 令和6(2024)年度 令和7(2025)年度 

生活介護 5,156 4,898 4,937 

自立訓練（機能訓練） 0 30 18 

伊丹市機能訓練事業 849 767 752 
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③利用拒否等の件数及び理由に関する事項             （単位：件） 

区 分 令和5(2023)年度 令和6(2024)年度 令和7(2025)年度 

利用拒否等 0 0 0 

④利用者内訳                       （単位：人） 

主な障害 総 数 男 性 女 性 

脳性まひ 35 20 15 

脳内血管等障害 1 1 0 

脊髄性障害 3 2 1 

水頭症 1 0 1 

その他 24 11 13 

合計 64 34 30 

⑤理学療法士による訓練 

区 分 
令和5(2023)年度 令和6(2024)年度 令和7(2025)年度 

実施日数 実施人数 実施日数 実施人数 実施日数 実施人数 

生活介護（個別・集団） 198日 775人 215日 716人 114日 260人 

自立訓練（機能訓練） 0日 0人 30日 30人 18日 18人 

伊丹市機能訓練事業（個別） 98日 849人 101日 767人 100日 752人 

⑥日中活動 

ストレッチ・創作活動・スポーツ・レクリエーション・個人プログラムなどの活動を、 

障がいの程度に応じた３つのグループで実施しました。 

年度 実施日数（A） 実施単位（B） 利用延人数（C） 1 日平均（C/A） 単位平均（C/B） 

令和5（2023）年度 241日 482単位 10,311人 42.8人 21.4人 

令和6（2024）年度 243日 486単位 9,795人 40.3人 20.2人 

令和7（2025）年度 241日 482単位 9,874人 41.0人 20.5人 

⑦給食・入浴・送迎サービス 

区 分 
給食サービス 入浴サービス 送迎サービス 

実施日数 利用人数 実施日数 利用人数 実施日数 利用人数 

令和 5（2023）年度 241日 4,434人 241日 1,452人 241日 9,091人 

令和 6（2024）年度 243日 4,228人 243日 1,363人 243日 8,748人 

令和 7（2025）年度 241日 4,388人 241日 1,358人 241日 9,076人 

⑧年間行事 

行  事  名 実施日・回数 内 容 

お花見 4月初旬 各グループ随時実施 昆陽池公園 

和太鼓演奏鑑賞＆体験 7月 10日 演奏・体験協力：伊丹響太鼓同好会 

ゲーム大会 
7月 29日 

11月 28日 

だるまさんが転んだ、〇×クイズ 等 

すごろく大会 

合同カラオケ大会 9月 25日 「ホープゆう」合同イベント 

虫とのふれあい体験 10月 17日 協力：伊丹市昆虫館 

プラネタリウム鑑賞 10月 30日 協力：伊丹市立こども文化科学館 

やきいも大会 11月 18日  

紅白歌合戦 12月 16日 紅白対抗カラオケ 

大忘年会 12月 23日 カラオケ、ダンス、ハンドベル演奏 等 

新春かくし芸大会 1月 16日 ものまね、寸劇 等 
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＜スポーツ関連行事＞   

行  事  名 実施日・回数 内 容 

ボッチャ大会 4月 16日  

カローリング大会 6月 12日  

車いすダンス 計 3回 協力：楠の会 

スポーツ大会 11月 14日 玉入れ、大玉転がし 等 

＜食事関連行事＞   

行  事  名 実施日・回数 内 容 

ケーキバイキング 
6月 4日 

12月 25日 

各種ケーキ、フルーツポンチ、各種飲み物 

など 

握り寿司バイキング 1月 14日 寿司職人による実演 

＜地域交流行事＞   

行  事  名 実施日・回数 内 容 

もちつき大会 1月 17日 主催：からふる いたみ☆こどもﾈｯﾄﾜｰｸ 

オープンデイ（音楽会） 2月 28日 演奏：兵庫県警音楽隊 

ロビーコンサート 3月 28日 演奏：ツキサケ 

※上記の他、外出、調理等のプログラムも年間を通じて実施しました。 

⑨市民・専門職等による支援活動など 

支援活動名 実施回数 内 容 

ボランティア等の訪問 延べ 26回 

あて布切り（12回） 

夏のボランティア体験学習（2回） 

伊丹市出前講座（2回） 

福祉サポーター（10回） 

農園ボランティア（随時） 

市民オンブズパーソンの訪問 12回 
NPO法人 伊丹アドボカシーネットワーク 

による訪問 

内科検診 毎月 1回 嘱託医（内科）による実施 

整形診察 毎月 2回 嘱託医（整形外科）による実施 

言語聴覚士相談 毎月 1回 摂食・嚥下等に関する相談、アドバイス 

家族会 計 11回 運営状況報告、家族との意見交換など 

⑩実習生等の受け入れ 

項 目 実施日 内 容 

社会福祉士実習生受け入れ 9月 3・10日 社会福祉士資格取得実習 3人 

介護等体験実習生受け入れ 
5月 20日～12月 20日 

（5日間×13期） 
教員免許資格取得実習 13人 

トライやるウィーク受け入れ 5月 15・22・29日 荒牧中 2人・東中 3人・北中 2人 

⑪地域のつどい場づくり (新規) 

センター利用者と、稲小地区助けあいセンター及び昆陽池自治会ボランティアが協働し、 

地域住民等が気軽につどえるカフェ「デイカフェ」を試行的に実施しました。 

実施日 参加人数 運営スタッフ数 内 容 

11月 11日 24人 
センター利用者： 9名 

住民ボランティア：10名 お好きなドリンクとミニケーキ 

セットの提供 
3月 15日 23人 

センター利用者： 8人 

住民ボランティア： 6名 
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３．災害時や緊急時に備えた支援体制づくり 
（１）地域やさまざまな機関と連携した災害ボランティアセンターの 運営強化 

１）災害ボランティアセンター運営検討会の開催 

 災害ボランティアの活動拠点となる「災害ボランティアセンター」の設置・運営を円滑に行 

うことを目的に、平時より関係諸団体と協議を行う場として検討会を開催しました。 

 災害ボランティアセンターの役割等の共有や、災害ボランティアセンター運営マニュアルの 

見直し等について協議しました。 

 構成団体：８団体（個人ボランアティア含む） 

 

２）災害ボランティアセンター設置訓練の実施 

災害ボランティアセンター運営検討会での協議を踏まえ、現状の災害ボランティアセンター 

運営マニュアルを基に、主に本会職員を対象とした災害ボランティアセンター設置訓練を実施 

しました。また訓練当日は運営検討会の検討委員や、伊丹防災士の会等にも参加いただきまし 

た。 

 

 

 

 

 

（２）伊丹市、関係機関と連携した緊急一時対応機能の充実 

ＡＤＬルームの活用 

自立した生活に向け、生活面や経済面等の環境を理解し、成功体験につなげる取り組みとし

て、「体験の機会・場の提供」としての役割と、緊急時の一時的な生活の場としての役割を担

いましたが、令和7年度は、利用に向けての相談はありましたが、利用者はありませんでした。 

 

 実施日 内  容  

5月 19日 
①災害が起きた際の伊丹市の動きについて 

②災害ボランティアセンターの各セクションの役割について 

10月 28日 

①箕面市社協主催災害ボランティアセンター運営訓練の視察報告 

②今年度の災害ボランティアセンター設置訓練について 

③伊丹市災害ボランティアセンター運営マニュアルの見直しについて 

1月 17日 ①災害ボランティアセンター設置訓練の実施と兼ねて開催 

3月 23日 

①今年度の運営検討会の振返り 

②災害ボランティアセンター設置訓練実施報告と意見共有 

③次年度の災害ボランティアセンター設置訓練について 

 実施日 内  容  参加人数 

1月 17日 

①オリエンテーション（災害ボランティアセンターの 

 役割説明含む） 

②災害ボランティアセンター運営シミュレーション 

③振返り・意見交換 

４５名 
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推進目標３ 多様な活動主体が連携・協働できる総合相談支援体制 

の推進 
１．重層的支援体制整備事業を活かした総合相談支援体制の強化 
（１）入口から出口につながる総合相談支援体制の構築 

１）地域福祉推進室の機能強化 

地域福祉推進担当（地域支援ワーカー：コミュニティワーカー兼生活支援コーディネーター）

と各支援センター（個別支援ワーカー）との連携強化を図り、公的サービスからインフォーマ

ルサポートまでを包括的に支援する総合相談支援体制の推進をめざします。 

そのため、地域福祉推進担当をはじめ、地域包括支援センター、地域生活支援センター、ボ

ランティア・市民活動センター等が一体となった「地域福祉推進室」にて、多様な福祉相談に

対応しています。 

 

２）伊丹市生活支援・介護予防サービス体制整備事業(伊丹市委託事業) 46,176,443円 

第２層生活支援コーディネーターの配置  

高齢者の生活支援・介護予防サービスの体制整備を推進していくことをめざし、地域包括支 

援センター圏域ごとに第２層生活支援コーディネーターを配置しました。 

 

３）個別支援スキル向上研修会の開催について 

個別支援に従事する相談援助職を対象に、職員同士で個別支援スキルの向上研修を実施し、

個別支援に関わる各部署が連携した総合相談支援体制の強化につなげました。 

 また、地域支援課と合同で開催し、地域支援との連携について学ぶ機会となりました。 

研修前後に実施した習熟度アンケートの結果では、多くの職員から個別支援スキルが向上し

たとの回答が得られました。 

 テーマ 実施日 

1 傾聴について 6月 17日 

2 初動ミーティングについて※地域担当と共同開催 7月 15日 

3 地域との連携（仮）※地域担当と共同開催 8月 19日 

4 
伊丹市福祉権利擁護センター機能・成年後見制度・日常生活自立支援

事業（福祉サービス利用援助事業）について 
9月 16日 

5 伊丹市基幹型地域包括支援センター機能について 10月 21日 

6 第８次地域福祉推進計画（総合相談支援課）進捗評価ワーキング 11月 18日 

7 伊丹市地域生活支援センター機能について 12月 19日 

8 
事例検討～複合的な課題のある世帯の事例を通してお互いの機関のこ

とをわかりあおう～① 
1月 20日 

9 相談援助職の基礎を形成する視点～バイスティックの 7原則を基に～  2月 17日 

10 
事例検討～複合的な課題のある世帯の事例を通してお互いの機関のこ

とをわかりあおう～③ 
3月 17日 
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４）地域づくり支援強化研修の開催について 

コミュニティワーカー兼生活支援コーディネーター等の地域づくり支援スキルの向上・強化 

を図るため、研修会及び連携会を開催しました。 

実施日 内     容 参加人数 

2月 10日 くらし・相談サポートセンター×地域支援課 連携会 11人 

3月 25日 

テーマ：「ホワイトボードミーティング」研修 

内 容：ホワイトボードミーティングを取り入れたファシリテーション 

     についての講義と演習 

講 師：ちょん せいこ 氏（株式会社ひとまち） 

20人 

 

（２）基幹型地域包括支援センターの調整力強化 

１）伊丹市（基幹型）地域包括支援センターの設置 (伊丹市委託事業)    18,893,341円 

 地域包括支援センターは、保健師・社会福祉士・主任介護支援専門員（主任ケアマネジャ

ー）の専門 3職種が、地域住民の心身の健康の保持及び生活の安定のために必要な支援を行う

ことにより、保健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援することを目的としたワンストッ

プ相談拠点です。また、9か所の地域包括支援センターを支援する基幹型地域包括支援センター

として、各種事業別会議（管理者会議、ケアマネジャー支援会議、権利擁護業務報告・レビュ

ー会議、介護予防業務連絡会議）を継続的に開催し、定期的な情報共有を図りながら支援を行

いました。 

今後も、年間事業実施計画に基づき、各事業が適切に実施されるよう支援するとともに、地

域包括支援センター職員の資質向上や横のつながりづくりに取り組み、他機関・他団体と協働

しながら、基幹的機能（後方支援体制）の強化を図っていきます。 

 

２）地域包括支援センターの統括・センター間の連絡調整 

９か所の地域包括支援センターが相互に連携し、情報共有を図り、共通認識を持って地域包 

括ケアシステムを推進することを目的に、連携会議を開催しました。 

会議名 参加者 開催回数 

地域包括支援センター管理者会議 センター管理者 6回（概ね 2ヶ月 1回） 

権利擁護業務報告・レビュー会議 
権利擁護業務担当者 

（社会福祉士中心） 
12回（月 1回） 

ケアマネジャー支援会議 
ケアマネジャー支援担当者 

（主任介護支援専門員中心） 
12回（月 1回） 

介護予防事業連絡会 
介護予防事業担当者 

（保健師中心） 
6回（概ね 2ヶ月 1回） 

 

３）総合相談支援・権利擁護業務 

①総合相談支援 

総合相談については、市内 9か所の地域包括支援センター及び関係機関と連携し、詳細な情 
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報収集を行ったうえで、介護保険サービスをはじめとする各種制度や地域資源の活用につなげ 

るなど、高齢者等に対する総合的な支援を実施しています。 

相談受付件数は、令和 6年度と比較して増加しています。相談内容については、サービス利 

用に関する相談に加え、介護生活に関する相談が大幅に増加しました。 

また、相談者の内訳では、地域包括支援センターからの相談が年々大幅に増加しており、複 

雑・困難事例の増加が背景にあると考えられます。 

 

相談受付件数・相談内容（複数回答）  

年度 サービス関連 介護生活相談関連 権利擁護関連 その他 合計 

令和 5(2023)年度 276 542 831 20 1,669 

令和 6(2024)年度 374 713 1020 50 2,157 

令和 7(2025)年度 471 823 1013 45 2,352 

 

相談者数 

※関係機関…ケアマネジャー・介護サービス事業所、行政関係者、警察、高齢者関係機関・施設障がい者関

係機関・施設、児童関係機関・施設、医療機関等 

  ※地域住民には、民生委員・児童委員も含む 

 
②虐待・権利擁護関係 

・高齢者虐待等への対応 

高齢者等に対する虐待の予防及び早期発見に努めるとともに、虐待事案を把握した場合には、 

伊丹市及び市内9か所の地域包括支援センターと連携し、速やかにコアメンバー会議（支援方針 

決定会議）を開催しました。会議において必要な対応を検討し、高齢者本人及び家族に対する

適切な支援を行うとともに、継続的な見守りにつなげるよう取り組みました。 

令和７(2025）年度は、虐待に関する新規相談件数が前年度より３件減少しました。 

・虐待の新規相談・通報件数 ・・・ １３１件（前年度：１３４件） 

実態把握の結果、虐待を受けたと判断した事例は６３件、虐待を受けたと疑われる事例は２０件 

でした。コアメンバー会議を開催し虐待でないと判断した件数は４８件でした。 

 

虐待の種別・類型（複数回答）                      （単位：件） 

 身体的虐待 介護等放棄 心理的虐待 性的虐待 経済的虐待 合 計 

令和 5(2023)年度 63(42.3％) 9(6.0％) 66(44.3％) 1(0.7%) 10(6.7%) 149 

令和 6(2024)年度 59(43.1％) 20(14.6％) 42(30.6％) 0(0.0%) 16(11.7%) 137 

令和 7(2025)年度 50(44.7％) 16(14.3％) 36(32.1％) 0(0.0%) 10(8.9%) 112 

   

 

年度 本人・家族等 地域住民 地域包括 関係機関 その他 合計 

令和 5(2023)年度 165 17 637 388 20 1,227 

令和 6(2024)年度 176 16 866 380 29 1,467 

令和 7(2025)年度 182 17 957 445 17 1,618 
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虐待への対応                          (単位：件) 

区 分 令和 5(2023)年度 令和 6(2024)年度 令和 7(2025)年度 

新規相談受付 129 134 131 

（内、虐待でなかった件数） 13 30 48 

コアメンバー会議 133 140 151 

終 了 189 157 123 

継続支援 219 166 127 

※継続支援の件数には、虐待でなかったと判断した件数は除いています。 

※既存ケースで状況の変化によるコアメンバー会議（20件）の実施については新規相談受付件数 

には含んでいません。 

 

・高齢者虐待防止ネットワーク会議 

高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律（平成１７年法律第１２４ 

号）に基づき、養護者による高齢者虐待の防止、虐待を受けた高齢者の保護及び養護者に対 

する支援を適切に実施し、高齢者が住み慣れた地域でいきいきと安心して暮らせるまちの実現 

を図ることを目的として、平成３０（2018）年度より「伊丹市高齢者虐待防止ネットワーク会議」 

を設置しています。 

令和 7（2025）年度においては、伊丹市の現状や高齢者虐待防止に係る３つのネットワークに 

ついて説明・共有を行うとともに、テーマを設定した意見交換や、架空事例を用いたケース検 

討を実施しました。これにより、各職種の役割の理解と連携について考える機会となりました。 

今後も、関係機関相互の理解を深めることで、さらなる連携の強化を図っていきます。 

開催日 内   容 

9月 1日 

①報告：「令和 6年度の伊丹市と全国の高齢者虐待の実態について」 

②グループワーク（意見交換）： 

１）「娘からの虐待防止に必要な支援」２）「高齢者虐待の啓発活動」 

2月 19日 ①事例検討：虐待ケースを通してそれぞれの職種の役割と連携について考える 

 

③地域ケア会議（個別ケア会議）の開催  

高齢者の個別課題の解決と個別ケースの課題分析を行うことによる地域課題の把握を目的と 

し、その過程において、地域住民と専門職のネットワークの構築をめざした「個別ケア会議」 

について、地域包括支援センターが中心となり２回開催しました。 

包括圏域別開催状況                        (単位：回) 

 
伊丹 

摂陽 
花里 

昆陽里 
桜台 

池尻 

神津 

有岡 
天神川 

荻野 南 
緑丘 

瑞穂 

稲野 

鴻池 

笹原 

鈴原 
計 

令和 5(2023)年度 0 1 0 1 1 1 0 0 2 6 

令和 6(2024)年度 0 1 2 1 0 0 0 0 0 4 

令和 7(2025)年度 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2 
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④多職種連携会議（地域包括圏域ごとのケア会議）の開催 

平成２８(2016)年度より実施している、個別ケア会議から課題解決の積み重ねを通じて見えて 

くる地域課題を共有し、医師、歯科医師、薬剤師などの医療専門職や地域包括支援センター、 

ケアマネジャー、介護事業所などの介護専門職、そして、地域住民がそれぞれの立場で知恵を 

出し合いながら、「できる限り住み慣れた地域で安心して生活し続けられる地域づくり」につ 

いて話し合う場として、平成２９(2017)年度より、地域包括支援センター圏域ごとに「多職種 

連携会議」を開催しています。令和７年度においては、会議を再開した地域包括支援センター 

も見られ、全ての地域包括支援センターでの開催に向けて共通認識の強化を図っていきます。 

地域包括圏域別開催状況 

 
伊丹 

摂陽 

花里 

昆陽里 
桜台 

池尻 

神津 

有岡 

天神川 

荻野 南 
緑丘 

瑞穂 

稲野 

鴻池 

笹原 

鈴原 
計 

令和 5(2023)年度 0 2 2 2 2 2 1 3 0 14 

令和 6(2024)年度 1 2 0 2 2 2 2 3 0 14 

令和 7(2025)年度 2 2 2 2 2 2 2 3 0 17 

 

４）介護予防事業 

高齢者のフレイル予防活動の裾野を広げるため、介護予防事業連絡会において、各地域包括 

支援センター圏域における予防活動に関する情報交換を行いました。あわせて、「いきいき百 

歳体操」に着目した介護予防の推進について検討しました。 

令和 7年度においては、市全体での推進を見据え、保健師・看護師向け研修において 

「他市の介護予防の取組を知る」をテーマに設定して実施し、これまでの取組を振り返るとと 

もに、今後の方向性を検討する良い機会となりました。 

 

５）包括的・継続的ケアマネジメント業務 

 高齢者の生活支援を継続的に行うため、地域の関係機関と連携を図るとともに、地域のケア 

マネジャーへの支援について、市内９箇所の地域包括支援センターとともに一体的に取り組み 

ました。 

①連携会議等への参加 

伊丹市医師会認知症対応向上委員会（６月１１日、１２月１０日実施） 

 

②ケアマネジャーへの支援 

ケアマネジャー支援会議を月 1回定期的に開催するとともに、市内の居宅介護支援事業所に所

属するケアマネジャーの連携体制の強化を目的とした「介護支援専門員連携会」を開催しまし

た。 

また、地域包括支援センターの主任介護支援専門員と居宅介護支援事業所の主任介護支援専 

門員が協働し、ケアマネジャー支援を行う取組として「ケアマネジメント支援会議」を開催し 

ました。さらに、市内のケアマネジャー等への支援及び資質向上を目的とした研修会を実施 

し、ケアマネジャーに対する一体的な支援を推進しました。 
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加えて、地域包括支援センター職員向け研修会の実施や、伊丹市福祉権利擁護センターとの 

共催による研修を実施し、支援者支援の資質向上を図りました。 

地域ケア会議においては、自立支援に資するケアマネジメント支援の強化を目的として、理 

学療法士（PT）、作業療法士（OT）、言語聴覚士（ST）等のリハビリ専門職に加え、管理栄養士 

及び薬剤師の参画を得て、専門的助言をケアマネジャーに提供する「自立支援ケア会議」を 

年１２回実施しました。 

また、市内の居宅介護支援事業所に対して、地域包括支援センターの主任介護支援専門員が 

巡回訪問を行い、「業務の効率化（ICTやデータ連携システムの活用状況等）」、「地域との連 

携」をテーマに、現状や課題について意見交換を行いました。 

介護支援専門員連携会 対象者：市内の居宅介護支援事業所に所属するケアマネジャー 

実施日・場所 内 容 対象者 参加人数 

12月 24日 

伊丹市立産業 

振興センター 

マルチメディ

アホール 

第 1回 介護支援専門員連携会 

① 伊丹市社会福祉協議の生活支援コーディネータ

ー兼コニュニティワーカーの事業・業務につい

て 

② ケアマネジャー・包括職員・生活支援コーディ

ネーターの交流・情報交換 

市内の居宅介護支

援事業所に所属す

るケアマネジャー 

88人 

 

包括的・継続的ケアマネジメント研修等 

実施日 内 容 対象者 
参加 

人数 

6月 25日 

スワンホ

ール 

大ホール 

伊丹市地域包括支援センター研修会 多職種連携強化研修 

伊丹市重層的支援体制整備事業 相談支援包括化推進ネットワ

ーク研修合同研修 

「意思決定支援の基礎と実践的意思決定支援ファシリテーショ

ンについて」 

講師：一般社団法人 日本意思決定支援ネットワーク 

（SDM-Japan） 事務局長  森地 徹 氏 

包括化支援担当

者・包括的相談支

援機関（高齢・障

害・児童・困窮の

委託相談支援機

関）・ケアマネジャ

ー・相談支援専門

員 

125

人 

11月 17日 

ラスタホ

ール 

多目的ホ

ール 

（自立支援に資するケアマネジメント向上研修） 

伊丹市地域包括支援センター研修 

「ACP・人生会議」 

講師：訪問看護ステーション ココア宝塚  

管理者・看護師  林 恭平 氏 

ケアマネジャー・ 

地域包括支援セン

ター 他 

68人 

1月 16日 

ラスタホ

ール多目

的ホール 

対人援助技術向上研修 認知症多職種協働研修 

「支援者としての気持ちの持ち方を探る 

 ～本人や家族に精神疾患がある場合～」 

講師：園田学園大学 人間健康学部 総合健康学科 

教授 宮田 さおり 氏 

ケアマネジャー・ 

地域包括支援セン

ター 他 

92人 

2月 18日 

いきいき 

プラザ 

3階 

（介護予防事業推進研修） 

「他市の介護予防の取り組みを知る ～三田市～」 

講師：三田市社会福祉協議会 三田市地域包括支援センター 

保健師  高橋 美由紀 氏 

三田市 健康福祉部 高齢者支援課 高齢者福祉係 

保健師  永田 太一  氏 

地域包括支援セン

ター 

保健師・看護師 

15人 
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実施日 内 容 対象者 
参加 

人数 

2月 26日 

東リ 

いたみホ

ール 

中ホール 

（ケアマネ支援スーパーバイズ機能強化研修） 

地域包括支援センター主任ケアマネ中心研修 

｢実践報告から学ぶケアマネができる地域づくりとは｣ 

講師：三翠会 理事・統括施設長 前川 嘉彦 氏 

登壇者 

桜台・池尻地域包括支援センター  主任介護支援専門員 

                 日髙 亮 氏 

天神川・荻野地域包括支援センター 主任介護支援専門員 

                 竹下 ひとみ 氏 

伊丹市社会福祉協議会 障害者デイサービスセンター課 

課長 清水 健一 氏 

伊丹市社会福祉協議会 地域支援課 生活支援コーディネーター 

                  川上 勇樹 氏 

地域包括支援セン

ター 

居宅介護支援事業

所の 

主任ケアマネジャ

ー 他 

69人 

3月 10日 

スワンホ

ール多目

的ホール

3階 

（高齢者虐待対応力向上研修） 

「虐待防止法に基づいた支援について ～事業所の強みを 

考え、チームでの連携、協働対応を学ぶ～」 

講師：花園大学 社会福祉学部 社会福祉学科 

 教授 福富 昌城 氏 

地域包括支援セン

ター職員・市内居

宅介護支援事業

所・在宅サービス

を提供する介護保

険事業所 

63人 

3月 19日 

いきいき 

プラザ 

3階 

（権利擁護ケース対応力向上研修・伊丹市福祉権利擁護センタ

ー 成年後見人との連携を考える研修会） 

「福祉専門職と成年後見人との連携について」 

講師：ぱあとなあ兵庫 社会福祉士 名田 茂実 氏 

   伊丹市福祉権利擁護センター センター長 松下 弥里  

地域包括支援セン

ター 

福祉権利擁護セン

ター 

27名 

 

その他研修 

実施日・場所 内 容 対象者・人数 

5月 28日 

伊丹市立消費生

活センター 

（伊丹市立消費生活支援センターとの連携職員向け研修） 

「地域包括支援センター業務と認知症高齢者への接し方につい

て」 

講師：伊丹市地域包括支援センター 松下 弥里  

   伊丹市地域包括支援センター 田中 友紀  

伊丹市消費生活支援セ

ンター職員 

約 7名 

10月 30日 
アイフォニック

ホール 

メインホール 

（民生委員児童委員連合会 高齢者福祉部会主催研修） 

「高齢者施設について」 
講師：神津・有岡地域包括支援センター 高畠 直美 氏 

    伊丹市地域包括支援センター     森田 仁美  

民生委員児童委員 

166人 

11月 8日 
アイ愛センター 

（ボランティアグループ Dクラブあかずきんちゃん主催講座） 

「知って安心！MCI：軽度認知障害」の講座において、包括支

援センターの役割や認知症についての取り組み等について 

 講師：地域包括支援センター 福島 潤 

一般市民 約 13名 

 

・伊丹市ケアマネジメント支援会議の実施（事例検討）（市内４エリアで実施） 

内 容：昨年度の振り返り、ケアマネジメント支援会議（事例検討・振り返り）の開催、意 

見交換・学習会の開催 

 対象者：地域包括支援ｾﾝﾀｰ主任ケアマネジャー、居宅介護支援事業所主任ケアマネジャー 

 実 施：５月・７月・９月・１１月・１月・３月（市内４エリアで実施）    
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・伊丹市自立支援ケア会議の実施 

 内 容：伊丹市自立支援ケア会議（３事例実施） 

 参加者：（事例提供者）居宅介護支援事業所ケアマネジャー、サービス提供事業所 

（アドバイザー）理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、管理栄養士、薬剤師 

      地域包括支援センター 

（事 務 局）地域包括支援センター（基幹型）、市介護保険課 

 実 施：年１２回 

 

・担当地区地域包括支援センターと新任民生委員・児童委員(民生委員)との顔合わせ会の 

実施（新規） 

民生委員と担当地区の地域包括支援センターが顔の見える関係を構築することで、地域の高 

齢者の困りごとの早期発見及び迅速な対応につなげることを目的として、新任民生委員研修の 

場において、地域包括支援センター職員と新任民生委員との顔合わせ会を実施しました。当日 

は、地域包括支援センターの役割や相談内容等について情報交換を行い、相互に気軽に相談で 

きる関係づくりのきっかけとなりました。 

今後も引き続き、新任民生委員研修の場を活用し、顔合わせ会を実施していきます。 

 実施日：１月１９日  

参加者：新任民生委員、担当地区の地域包括支援センター職員 

 

・地域包括支援センター主任ケアマネジャーによる居宅介護支援事業所への巡回訪問 

実施期間 ９月１日～１２月３０日 

対象者 市内の委託居宅介護支援事業所（市内５２事業所）のケアマネジャー 

実施内容 

介護保険において、ICT 導入やデータ連携システムによる業務効率化が急務となっており、ま

たケアマネジャーが本来業務に費やす「シャドウワーク」の削減も課題であるため、地域包括支

援センターの主任ケアマネジャーが各居宅介護支援事業の巡回訪問を行い主に、以下の 2点の聞

き取りを実施しました。 

①各事業所における ICT 活用やデータ連携システムの活用状況や、本来業務を圧迫している事

務負担や課題の把握 

②地域との連携について、各ケアマネジャーがどのようにケアプランに反映をさせているかの

確認 

 

６）認知症ケアの向上 

①認知症地域支援推進員設置事業                （伊丹市委託事業) 7,730,727円 

認知症の方が住み慣れた地域で生活を継続するために、認知症の容態に応じ、全ての期間を 

通じて必要な医療・介護及び生活支援を行うサービス機関が有機的に連携したネットワークの

形成を進めています。認知症の人への効果的な支援体制の構築とともに、認知症ケアの向上を 

図るための取り組みを推進することを目的に、医療や介護の関係機関等の連携支援や認知症の 

人やその家族を支援する体制づくり等に取り組みました。 

今後は、当事者同士の出会う場や当事者の声を地域づくりや施策に反映することをめざし、 

当事者の直面する課題の把握、当事者をサポートする人・機関の連携構築を行います。 
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・「認知症ケア多職種研究会」の開催 

医療と介護の連携強化や地域における支援体制の構築を図ることを目的に「認知症ケア多職 

種研究会」を毎年１～２回程度開催しています。事務局からは令和７年度より運用するチーム 

オレンジの説明、各参加者からは日頃感じる認知症にまつわる課題について意見交換を行いま 

した。(見守りの難しさ、男性介護者への支援の必要性、サロン等 社会参加の場はあるが、認知 

症の方の受け入れ体制はさまざまであること等) 参加組織：医師会、歯科医師会、薬剤師会、 

介護支援専門員協会伊丹支部、民生委員児童委員連合会、地域密着型サービス事業所、認知症 

等介護者家族会、キャラバン・メイト、認知症疾患医療センター、伊丹市介護保険課、コミュ 

ニティワーカー兼生活支援コーディネーター 

実施日 主な内容 

11月 10日 

・前年度の振り返り 

・市内の認知症に関する相談件数・相談内容について 

・チームオレンジ事業について 

3月 18日 

・令和 8年度 認知症市民フォーラムについて 

・認知症サポーター養成講座について 

・チームオレンジ事業の進捗について(報告) 

 

・認知症ケア多職種協働研修の開催 

 多職種間での情報共有や互いの役割・機能の理解を深める機会として毎年度開催しています。 

介護保険課を通じて POS ネットワークにも案内したところ、リハビリの専門職に多数参加いた

だくことができました。 

※「POS ネットワーク」とは、理学療法士（PT）、作業療法士（OT）、言語聴覚士（ST）

の英語表記の頭文字を取った名称で、これらの専門職により構成された団体です。 

 

実施日・場所 内    容 対 象 者 参加人数 

3月 16日 

Zoom 

「認知症の発症因子を知り、予防支援に生かす」 

講師：国立研究開発法人国立長寿医療研究センター 

研究所長 櫻井 孝 氏 

・介護支援専門員 

・地域包括支援セン

ター職員 

・その他専門職(薬剤

師、リハビリ職など) 

37人 

 

・認知症フォーラムの開催 

広く市民を対象に認知症の理解の普及・啓発を目的に年１回開催しています。 

令和７年度は伊丹市福祉権利擁護センターと共催で、認知症の人の意思決定支援をテーマに

開催しました。 

実施日・場所 内    容 対象者 参加人数 

7月 2日 
東リ 

いたみホール 

中ホール 

「あなたの想いを大切に～認知症の方の意思決定を支え

るために～」 

講師：一般社団法人日本意思決定支援ネットワーク 

代表理事 名川 勝 氏 

伊丹市民 46人 
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・「認知症サポーター養成講座」の開催 

関係機関、民間企業、一般市民等から依頼を受け、認知症の人と家族への応援者を養成する 

「認知症サポーター養成講座」を伊丹市、地域包括支援センターと連携し開催しました。 

 ８月２２日：広く市民を対象／２５名参加 

９月１２日：郵便局（伊丹市内の西エリアの郵便局員を対象／２９名参加）※地域型包括共催 

２月２７日：広く市民を対象／２９名参加 

                

・ 認知症サポーターステップアップ講座の開催（再掲 ボランティア・市民活動センターと共催） 

認知症サポーターを実際の活動者に繋げるため、令和６年度まではボランティア・市民活動 

センターと共催し、ボランティア登録の説明や、市内の活動実践者の活動紹介をしていました。 

令和７年度はチームオレンジのコーディネーターも加わり事業説明を行い、受講者のチーム登

録を促しました。 

実施日・場所 内 容 ・ 講 師 対象者 参加人数 

12月 25日 

いきいき 

プラザ 3階 

①講座「1歩進んだ対応の為に」 

講師：SAIYOデイサービスリハビリセンター  

   早川 英伸 氏（キャラバンメイト） 

②市内の活動団体による活動紹介 

 オレンジカフェゆうかり 代表 岡 昌史 氏 

 若年認知症の会ふらっと 代表 水木 直子 氏 

③その他 

さまざまなボランティア活動について 

チームオレンジ推進事業について 

伊丹市民 25人 

 

・ 認知症カフェの立ち上げ支援・継続支援 

コミュニティワーカー兼生活支援コーディネーターと協働で、当事者会(若年認知症の会ふら 

っと)の活動支援をしています。若年認知症の方の社会参加の場を探している地域型包括支援セ 

ンターへ会を案内し、２名の当事者が新たに参加されました。 

また、認知症疾患医療センター主催のMCIフォローアップ教室に出務し、市内の認知症カフ 

ェや認知症の当事者会・家族会等の案内を行いました。 

 

・伊丹市医師会主催「認知症対応向上委員会」への参加 

伊丹市医師会が実施する「認知症対応向上委員会」へ参加し、医師との定期的な情報共有を 

行いました。（６月１１日、１２月１０日に参加） 

 

②チームオレンジ推進事業（新規）           （伊丹市委託事業) 5,741,017円 

認知症の人及びその家族の支援ニーズと、認知症サポーターを中心とした支援をつなぐ「チ 

ームオレンジ」を整備し、認知症になっても本人の意思が尊重され、可能な限り住み慣れた地 

域で自分らしく暮らし続けることができる「共生」の地域づくりを推進することを目的とした 

事業を、令和７年度新たに開始しました。 

認知症の方やその家族が安心して参加できる場であるオレンジカフェや当事者会等を訪問し、 
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実態及びニーズの把握に努めるとともに、チームオレンジの周知を行いました。 

今後は、チームオレンジの登録者の拡大を図り、当事者への支援につなげていくため、関係 

機関との連携を推進していきます。 

・つどい場、居場所の実態・ニーズ把握について 

オレンジカフェ、家族会、当事者会、サロン等のつどい場について、実態把握及び認知症 

に関するニーズの把握に努めました。 

課題として、つどい場の開催場所と自宅間の移動に関する支援が十分でない点が挙げられま 

した。支援を必要とする方が一定数いる一方で、マンパワー不足等により対応が困難なケー 

スも見受けられました。 

このため、当事者が社会や地域とのつながりを継続していくための支援の在り方について、 

今後検討していきます。 

 

・チームオレンジ登録状況   

 認知症地域支援推進員、ボランティア・市民活動センターとともに、認知症ステップアップ 

講座（P45 掲載）を開催し、受講者にチームオレンジへの登録を呼びかけ、以下の個人及び団体

がチームオレンジへの登録を行いました。 

区 分 令和 7(2025)年度 

個 人 － ８人 

団 体 ５グループ ５９人 

計 ５グループ ６７人 

 

・チームオレンジの活動状況 

 チームオレンジに登録された個人、団体を「オレンジフレンズ」と呼んでいます。 

関係機関からの相談により、当事者とオレンジフレンズとの調整を行いました    

区 分 相談件数 オレンジフレンズ調整状況 

令和 7(2025)年度 ２件 １件 

  

③ その他 

 ・ネットワーク構築のため、認知症ケア多職種研究会（P44掲載）に参加し、チームオレンジ 

の事業計画、事業報告を行い、意見交換を行った。 

 ・周知啓発活動について 

ア．チームオレンジのチラシを作成し、各公共施設、スーパー、郵便局等に配架しました。 

 イ．オレンジカフェの雰囲気や内容を知っていただくことを目的に「オレンジカフェ通信」 

の作成、発行を行いました。その際、市立伊丹病院認知症疾患医療センターにご協力いただ

き、記事についてのコメントもいただきました。 

 

７）高齢者実態調査の実施                        （伊丹市委託事業） 4,338,017円 

ひとり暮らし高齢者及びその他高齢者等の実態を把握するため、伊丹市民生委員児童委員連 
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合会の協力を得て高齢者実態調査を実施しました。 

令和７年度は５月１日から７月上旬までの調査期間で実施しました。 

 調査方法は、訪問面接を基本としましたが、訪問面接が出来なかった方を対象に、一部、電

話による聞き取りや対象者宅へ調査用紙を投函し、郵送による調査も可能としました。 

・調査対象：令和７年５月１日時点で、７０歳以上のひとり暮らし及び同居の方がいても見 

守り等の支援を要する市民   

・調査方法：訪問面接。状況に応じて電話による聞き取り及び郵送調査。 

・調査結果： 

ひとり暮らし高齢者数 ７，５５９人（男：2,006人・26.5％ 女：5,553人・73.5％） 

その他高齢者数    ３，３２４人（男：  838人・25.2％ 女：2,486人・74.8％） 

 

（３）伊丹市地域生活支援センターの充実       （伊丹市委託事業） 32,875,549円 

                        （指定特定相談事業所） 3,790,161円 

１）障がい者の生活相談・就労相談の充実強化 

伊丹市地域生活支援センターは、障がいのある人が地域で安心して自立した生活を送れるよ

う、伊丹市及び３か所の障害者相談支援事業所（アイ愛センター障害者生活支援・ウィズゆ

う・いたみコミュニティケアセンター）と相互に連携し、障がいのある人及びその家族に対し

ての総合相談窓口として、下記の事業に取り組みました。 

相談件数                             （単位：件） 

年 度 開設日数 

相談件数 

電話・FAX 

メール 
来所等 訪 問 計 

令和 5(2023)年度 243 5,966 495 1,009 7,470 

令和 6(2024)年度 243 6,441 546 946 7,933 

令和 7(2025)年度 242 6,824 584 874 8,282 

 

相談対象者区分                           （単位：件） 

年 度 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者 児童 その他 計 

令和 5(2023)年度 740 3,741 2,795 5 189 7,470 

令和 6(2024)年度 771 3,814 2,997 10 341 7,933 

令和 7(2025)年度 716 3,344 3,492 21 709 8,282 

 

①障がい者生活支援 

障がいのある人が、地域で安心して自立生活を送ることができるよう、関係機関と連携しな

がら支援しました。 
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・生活相談 

相談内容                                （単位：件） 

年 度 
福祉サー

ビス等 

地域・社

会・家庭

生活等 

権利擁護 

金銭関係 

介護・医

療・住宅 
進路 その他 計 

令和 5(2023)年度 2,797 645 677 652 122 22 4,915 

令和 6(2024)年度 2,894 643 748 535 51 48 4,919 

令和 7(2025)年度 3,521 892 614 876 135 38 6,076 

対応内容                              （単位：件） 

年 度 
福祉サービ

ス利用等 

連絡調整 

連携 
情報提供 

助言 

傾聴 
実態把握 

同行支援 
ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ その他 計 

令和 5(2023)年度 14 1,961 327 91 2,491 31 0 4,915 

令和 6(2024)年度 11 1,835 323 124 2,605 18 3 4,919 

令和 7(2025)年度 25 2,265 476 98 3,154 58 0 6,076 

 

②サービス等利用計画作成支援（平成 24(2012)年度～） 

伊丹市より「指定特定相談支援事業所」の指定を受け、障害福祉サービスを利用する障がい

のある人に対して、サービス等利用計画作成の支援を行いました。また、令和4年9月より主任

相談支援専門員を配置し、事業所内の人材育成等を実施しています。 

利用契約件数                           （単位：件） 

区 分 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者 児童 その他 計 

総契約者数 10 28 26 0 0 64 

令和 7(2025)年度 

契約者数 
0 0 1 0 0 1 

 

計画作成支援件数                 （単位：件） 

年 度 計画作成支援 モニタリング 計 

令和 5(2023)年度 69 166 235 

令和 6(2024)年度 65 155 220 

令和 7(2025)年度 68 174 242 

 

③関係機関との連携 

相談支援事業所として、様々な関係機関等との連携を積極的に行い、相談支援ネットワーク

の構築に取り組みました。 

 

・「伊丹市障害者地域自立支援協議会」事務局の運営 

伊丹市及び３か所の市委託相談支援事業所とともに「伊丹市障害者地域自立支援協議会」の

事務局を担当し、地域課題の集約やその発信と協議、各検討会実施事業などを通じて、様々な

関係機関との連携に取り組みました。（詳細については、53ページに記載） 
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・「伊丹市障害者相談支援事業所連絡会」への参加 

伊丹市及び市内の指定特定相談支援事業所とともに連絡会へ参加し、事例検討などを中心に

相互の資質向上、連携体制の構築に取り組みました。（６回） 

 

・「阪神北圏域相談支援専門員定例連絡会」への参加 

阪神北圏域の相談支援事業所とともに連絡会へ参加し、情報共有などを中心に相互の資質向

上、連携体制の構築に取り組みました。（９回） 

・「阪神北圏域主任相談支援専門員定例連絡会」への参加 

阪神北圏域の主任相談支援専門員とともに連絡会へ参加し、情報共有や相談支援専門員の育

成について検討し、主任相談支援専門員間の連携体制の構築に取り組みました。(４回） 

 

２）障がい者の就労支援 

障がいのある人が生きがいを持って自立した生活を送ることができるよう、就労に向けた相

談・支援を実施しました。 

総合相談の一環として、就労に関する相談・支援を行うとともに、職場実習等を含む就労準

備支援から職場定着支援までを担う専任職員として、「就労サポーター」を平成２８（2016）

年度から２名配置しています。 

また、委託元である伊丹市障害福祉課と就労支援連絡会議を定期的に開催（年 12 回）し、情

報共有及び課題の検討を行いました。 

①就労相談                             

相談内容                            （単位：件） 

年 度 求職関係 
職場実習 

関係 

チャレンジ

事業 
就労上の悩み関

係(定着支援) 
その他 計 

令和 5(2023)年度 644 60 74 1,762 15 2,555 

令和 6(2024)年度 1,008 63 122 1,819 2 3,014 

令和 7(2025)年度 609 53 70 1,469 5 2,206 

 

対応内容                            （単位：件） 

年度 情報提供 

助言 

傾聴 

※ 

連絡調整 

連携 

同行支援 

実態把握 

職場実習 

制度活用

※ 

カンファ

レンス 
その他 計 

令和 5(2023)年度 83 21 1,109 1,261 78 3 0 2,555 

令和 6(2024)年度 49 26 1,165 1,595 166 12 1 3,014 

令和 7(2025)年度 39 18 805 1,340  4 0 2,206 

※令和 7(2025)年度より対応内容項目を変更しています。 

 

②就労支援・職場開拓 

 一般就労の更なる促進のため、職業紹介に関する相談・求人開拓等に取り組みました。 
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登録者数                           （単位：人） 

区 分 
身体 

障がい者 

知的 

障がい者 

精神 

障がい者 
その他 計 

総登録者数 85 272 213 22 592 

令和 7(2025)年度登録者数 3 23 11 2 39 

 

就職者数                     （単位：人） 

区 分 令和 5(2023)年度 令和 6(2024)年度 令和 7(2025)年度 

就職者数 24 24 27 

③職場開拓等 

ハローワーク伊丹と協働し、職場開拓及び実習先確保等に取り組みました。 

区 分 令和 5(2023)年度 令和 6(2024)年度 令和 7(2025)年度 

職場開拓回数（延） 11回 14回 9回 

事業所訪問数（延） 254回 249回 199回 

職場実習受入事業所数 10社 14社 8社 

 

④職場実習支援 

職場体験と、就職後の職場環境への順応を目的に職場実習を支援しました。 

区 分 令和 5(2023)年度 令和 6(2024)年度 令和 7(2025)年度 

職場実習実施事業所数 4事業所 10事業所 9事業所 

職場実習実施者数（実人数） 4人 11人 8人 

職場実習支援数（延回数） 91回 153回 78回 

 

・対応内容（就労準備支援）                    （単位：件） 

※令和 7(2025)年度より対応内容項目を変更しています。 

※令和 5(2023)年度より対応内容項目を変更しています。 

 

⑤職場定着支援 

就職されている障がいのある人に、仕事のことや職場での対人関係などの相談、生活面の相

談、転職に関する相談、復職する際の相談支援なども含んだ職場定着支援を行いました。 

区 分 令和 5(2023)年度 令和 6(2024)年度 令和 7(2025)年度 

職場定着支援実施事業所数 118事業所 102事業所 98事業所 

職場定着支援者数（実人数） 174人 191人 141人 

 

年度 情報提供 
助言 

傾聴 

※ 

連絡調

整･連携 
同行支援 

※ 
実態把握 ｹｰｽｶﾝﾌｧﾚﾝｽ その他 計 

令和 5(2023)年度 39 13 322 42 288 0 0 704 

令和 6(2024)年度 37 17 349 120 546 2 0 1,071 

令和 7(2025)年度 29 15 187 21 357 0 0 609 
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対応内容（職場定着支援）                     （単位：件） 

年 度 情報提供 

助言 

傾聴 

※ 

連絡調整 

・連携 

同行支援･

実態把握 

ｹｰｽ 

ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 
その他 計 

令和 5(2023)年度 44 8 777 930 3 0 1,762 

令和 6(2024)年度 12 9 806 982 10 0 1,819 

令和 7(2025)年度 7 3 581 875 3 0 1,469 

※令和 7(2025)年度より対応内容項目を変更しています。 

 

⑥就労サポーターによる就労支援から派生した相談対応 

就労は、その人の生活の一部を構成する重要な活動です。就労支援の過程において、就労支

援から派生する生活面に関する相談も多く見られ、就労相談を専任とする就労サポーターが、

引き続き相談対応し、支援が分断されることのないよう、総合相談の中で一体的に対応しまし

た。 

年 度 
福祉サー

ビス等 

地域・社

会・家庭

生活等 

権利擁護 

金銭関係 

介護・医

療・住宅 
進路 その他 計 

令和 5(2023)年度 46 75 75 11 75 2 284 

令和 6(2024)年度 82 147 181 71 30 1 512 

令和 7(2025)年度 212 170 83 45 119 4 633 

 

⑦ 関係機関との連携 

相談支援事業所として、関係機関との連携を積極的に推進し、就労支援に係る職場実習の調

整やネットワークの構築に取り組みました。 

 

・行政との連携 

伊丹市障害者地域自立支援協議会の事務局として、障がい者の就労支援体制の整備等に向け

た協議及び検討を行いました。また、伊丹市が実施する「障害者就労チャレンジ事業」をバッ

クアップし、対象者の能力把握、相談対応、関係機関との連絡調整等を行いました。 

 

・教育機関との連携 

兵庫県立阪神昆陽特別支援学校、兵庫県立こやの里特別支援学校、兵庫県立高等特別支援学

校、兵庫県立阪神特別支援学校分教室が実施する進路相談会に参加しました。 

また、阪神友愛食品株式会社能力開発センターや兵庫県立職業能力開発校等と連携し、教育

機関とのネットワーク構築を図りました。 

さらに、令和２（2020）年度に発足した「阪神発達障害学生就職支援ネットワーク研修」に

参加しました（年1回）。大学等教育機関職員による取組紹介を通じて、他機関との連携や対応

を図るとともに、教育機関との支援ネットワークの拡充につなげています。 

伊丹市障害者地域自立支援協議会の事務局として、障がい者就労支援体制の整備等に向けた

協議や検討に取り組みました。また、伊丹市が実施する「障害者就労チャレンジ事業」をバッ

クアップし、対象者の能力把握、相談対応、各関係機関等の連絡調整を行いました。 
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・伊丹しごとネットワーク  

伊丹しごとネットワークでは、障がい者の就労支援に向け、チーム支援の推進と支援者のス

キルアップを目的に、様々な関係機関等との連携を積極的に行い、支援ネットワークの構築に

取り組みました。伊丹市障害福祉課・阪神北障害者就業・生活支援センターとともに事務局を

担い、市内障害福祉サービス事業所等と運営会議を開催し（１回）、情報交換やスキルアップ

に向けた研修等の企画などの協議を重ね下記のとおり実施しました。 

実施日 内     容 人数 

1月 14日 

※スキルアップ講座と共催 

 講義「就労選択支援事業を読み解く-地域ぐるみで支援する仕組みづくりに向けて-」 

講師：NPO法人日本学び協会 ワンモア八尾 所長 法人理事 金川 善衛氏 

 グループワーク 

40人 

 

・阪神北及び阪神南圏域の就労支援機関との連携 

阪神北障害者就業・生活支援センターとの連絡会を計5回開催し、具体的なケースを通じて情

報共有を行うとともに、今後の支援体制の在り方について検討しました。 

また、阪神北県民局圏域で開催された「阪神北圏域障害者雇用・就業支援ネットワーク会議」

（2 回）及び「阪神北圏域連絡会」（2 回）に参加し、就労支援に関する情報共有を行うととも

に、新設される就労選択支援制度や今後の支援体制の在り方について協議し、圏域内での連携

強化を図りました。 

さらに、令和 3（2021）年度から実施されている「阪神地域障害者就労支援センター情報交換

会」（1 回）に参加し、事例検討を通じて、困難ケースへの対応方法や職員のメンタルヘルスの

確保に関する各機関の取組を共有するなど、阪神地域の就労支援機関との連携を推進しました。 

一方、阪神北県民局及び阪神北障害者就業・生活支援センターが主催する「阪神北地域障害

者就労支援シンポジウム」には、協力団体として参加しました。 

 

・「就労支援ワークショップ」への参加  

令和３(2021)年度より開始された「多様な地域連携による就労支援」ワークショップの後継事

業として、市が主催する「就労支援ワークショップ」に計1回参加しました。本ワークショップ

では、就労支援における協力企業との連携や、各支援機関における定着支援の取組を通じて生

じるニーズに対し、どのように対応・解決しているかについて意見交換を行いました。 

 

⑧当事者向け就労支援研修会の開催 

就職に向けたスキルの向上及びモチベーションの向上を目的として、「障がいのある人のス

テップアップ講座」を開催しました。 

講義及び個別相談を通じて、就職に向けて必要な準備や、履歴書の作成方法、生活リズムの

整え方、就労定着に向けたポイント等について学ぶ機会を提供しました。これにより、参加者

が今後の就職活動に活用できる実践的な知識の習得につなげました。 
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実施日 内     容 参加人数 

1月 21日 

テーマ：「就労準備」 

1【講義】「『自分らしく』を叶える求人の選び方」  

講師： 株式会社 LITALICOパートナーズ 池島 卓世氏 

2【講義】 

「ハローワークの活用法」 

講師：ハローワーク伊丹 専門援助部門  

精神・発達障害者雇用サポーター 

3【個別相談会】 

講師：株式会社 ウェルビー・株式会社 LITALICOパートナーズ 

6人 

2月 13日 

テーマ：「就労定着」 

1【講義】「実際に働いている方のお話を聞こう！」  

講師：株式会社 ウェルビー 田中 麻紀氏 

2【個別相談会】 

講師：株式会社 ウェルビー・株式会社 LITALICOパートナーズ 

 

⑨就労支援従事者向け就労支援研修会の開催（再掲） 

障がいのある人の就労支援を行うにあたり、必要となる対人援助職としての知識を身につけ、

就労支援のスキルアップをめざすことを目的に「障がい者就労支援従事者スキルアップ講座」

を伊丹しごとネットワークと協働して開催しました。 

 

３）伊丹市障がい者市民福祉講演会による障がい啓発の推進 

市民に向けて障がいの理解を深めることを目的に「伊丹市障がい者市民福祉講演会」を開催

しました。 

講師には、『R-1 グランプリ 2018』優勝者であり視覚障がいのあるピン芸人の濱田祐太郎氏

を招きました。当日は、日常をユーモラスに語るお笑いネタに加え、舞台では見られない素顔

やこれまでの人生について語るトークショーを実施し、市民の皆さんが楽しみながら障がいの

ある人の暮らしについて理解を深める機会となりました。 

 

実施日 内     容 参加人数 

2月 14日 
テーマ：R-1グランプリ 2018王者 濱田祐太郎 お笑いトークショー 

講 師：濱田 祐太郎氏（吉本興業株式会社 所属） 
121人 

 

４）伊丹市障害者地域自立支援協議会の事務局運営（障害者福祉センターを含む） 

４か所の障害者相談支援事業所の一つとして、伊丹市とともに事務局を担当し、地域課題の

集約や協議を通して、様々な関係機関との連携に取り組みました。 
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部 会 内  容 開催回数 

全体会 

○第 1回 ・今年度の協議会の体制について  

・障害者差別解消支援部会 部会長の指名について 

・各検討会・部会からの報告 

・地域連携推進会議について 

・就労選択支援について 

・伊丹市障害福祉計画（第 7期）・伊丹市障害児福祉計画 

（第 3期）の実績について 

○第 2回 ・各検討会・部会からの報告  

・日中サービス支援型共同生活援助の評価について 

・地域連携推進会議の開催状況について 

・精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築について 

2回 

課題別 

検討会 

○就労移行支援検討会 1回 

○こども検討会 1回 

○精神障がい者地域生活検討会 10回 

部 会 

○障害者差別解消支援部会 1回 

○手話言語部会 1回 

○地域生活支援拠点部会 2回 

 

５）普及啓発 

「伊丹市地域生活支援センター通信」（１回）を発行しました。 

令和７年度は、当事者及び企業を対象に、センターにおける相談傾向や取組内容を紹介し、

障がい者雇用の実態への理解を深めるとともに、センターの活動をより身近に知っていただく

機会となりました。 

 

（４）民間性の視点を活かした重層的支援体制の構築 

１）重層的支援体制整備事業（伊丹市委託事業）                41,122,026円 

本事業は、属性や分野にとらわれず、誰もが必要な支援につながることができるよう、相談 

支援・参加支援・地域づくり支援を一体的に実施する「包括的な支援体制」の構築を目的とし 

て実施しています。令和３（2021）年度から２年間の準備事業を経て、令和５（2023）年度よ 

り本格実施を開始しました。 

 

①コーディネーターの配置 

相談支援・参加支援・地域づくり支援を一体的に推進するため、相談支援コーディネーター、 

参加支援コーディネーター、地域づくり支援コーディネーターを配置し、「総合相談」から 

「社会参加」、さらに「地域とのつながりづくり」までを切れ目なく支援する体制の強化を図 

りました。 

 

②包括化支援担当者の配置 

多機関協働による支援の中核として、「包括化支援担当者」を配置しました。本会の地域福 

祉推進担当、福祉権利擁護センター、基幹型地域包括支援センター、地域生活支援センターの 

各部門の主査が担い、分野横断的な連携のハブ機能を果たしました。 
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③包括化支援担当者会議の開催 

伊丹市の担当課と協働し、年間 12回の包括化支援担当者会議を開催しました。本会議では、 

事例検討を中心とした重層的支援会議・支援会議の実施に加え、多機関協働事業マニュアルに 

基づく支援プロセスの実践、ワークショップや研修の実施、制度運用及び体制整備に関する協 

議を行いました。 

また、事業の運営方針や重層的支援体制整備事業の進め方について検討するコーディネータ

ー会議を年間 17回開催し、体制の質の向上を図りました。 

日時 検討内容 

4月 16日 

（1）重層的支援体制整備事業について 

（2）多機関協働事業マニュアルについて 

（3）支援会議の事例紹介 

（4）アンケート（令和 6年度実施）の集計報告 

5月 21日 
（1）第 1回（令和 7年度）重層的支援会議・支援会議 

（2）第 4回（令和 6年度）重層的支援会議・支援会議 6か月評価 

6月 25日 

伊丹市重層的支援体制整備事業 相談支援包括化推進ネットワーク研修 

伊丹市地域包括支援センター多職種連携強化研修（合同開催） 

テーマ：「意思決定支援の基礎と実践的意思決定支援ファシリテーション」 

講 師：森地 徹 氏（一般社団法人 日本意思決定支援ネットワーク事務局長） 

対象者：包括化支援担当者、包括的相談支援事業所等の相談支援機関、介護支援専

門員、相談支援専門員、行政職員（120名参加） 

7月 16日 
（1）第 2回（令和 7年度）重層的支援会議・支援会議 

（2）第 5回（令和 6年度）重層的支援会議・支援会議 6か月評価 

8月 20日 

地域づくり支援ワークショップ 

① 超高齢社会ゲーム「コミュニティコーピング」体験 

② グループワーク（体験の振り返り） 

③ 共有・まとめ 

9月 17日 
（1）第 3回（令和 7年度）重層的支援会議・支援会議 

（2）第 10回（令和 6年度）重層的支援会議・支援会議 6か月評価 

10月 15日 

参加支援ワークショップ 

① 実践報告（こどもの居場所） 

② 対  談（就労継続支援 B型事業所利用者と支援者） 

③ グループワーク 

11月 19日 
（1）第 4回（令和 7年度）重層的支援会議・支援会議 

（2）第 1回（令和 7年度）重層的支援会議・支援会議 6か月評価 

12月 17日 
アウトリーチ支援ワークショップ 

テーマ：「精神疾患や発達障害があり、支援を拒否する事例への支援」 

1月 21日 
（1）第 5回（令和 7年度）重層的支援会議・支援会議 

（2）第 2回（令和 7年度）重層的支援会議・支援会議 6か月評価 

2月 18日 （1）第 6回（令和 7年度）重層的支援会議・支援会議 

3月 18日 

（1）相談支援ワークショップテーマ：「スーパーバイザーとしての質問力」 

① 講義 

② 個人ワーク 

③ グループワーク  

④ グループ発表 

（2）第 3回（令和 7年度）重層的支援会議・支援会議 6か月評価 
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④包括化支援担当者向け研修会の開催（再掲） 

包括化支援担当者に加え、高齢・障害・生活困窮・児童分野の包括的相談支援事業に従事す 

る職員、介護支援専門員、相談支援専門員等の相談援助職を対象とした研修会を年１回開催し 

ました。講義及びグループワークを通じて、多機関協働における実践的スキルの習得を図ると 

ともに、分野を超えた「顔の見える関係づくり」を推進しました。 

実施日 内  容 

6月 25日 

伊丹市重層的支援体制整備事業 相談支援包括化推進ネットワーク研修 

伊丹市地域包括支援センター多職種連携強化研修（合同開催） 

テーマ：「意思決定支援の基礎と実践的意思決定支援ファシリテーションについて」 

講 師：森地 徹 氏（一般社団法人 日本意思決定支援ネットワーク事務局長） 

対象者：包括化支援担当者、包括的相談支援事業所等の相談支援機関、介護支援専門

員、相談支援専門員、行政職員（120名参加） 

 

⑤市内介護支援専門員との連携（再掲） 

市内介護支援専門員とコミュニティワーカー兼生活支援コーディネーターが顔の見える関係 

づくりをし、伊丹市における地域づくり支援についての理解を深め、共に考える機会として、 

介護支援専門員連携会を基幹型及び地域型地域包括支援センターと協働で開催しました。 

 

・介護支援専門員連携会  

実施日・場所 内 容 対象者 参加人数 

12月 24日 

伊丹市立産業 

振興センター 

マルチメディ

アホール 

第 1回 介護支援専門員連携会 

④ 伊丹市社会福祉協議の生活支援コーディネータ

ー兼コニュニティワーカーの事業・業務につい

て 

⑤ ケアマネジャー・包括職員・生活支援コーディ

ネーターの交流・情報交換 

市内の居宅介護支

援事業所に所属す

るケアマネジャー 

88人 

 

⑥伊丹市の重層的支援体制整備事業に関する実践報告の実施 

伊丹市における取組について、他自治体からの依頼に応じて、多機関協働やチーム支援の実

践について報告を行いました。これにより、本市の取組を広域的に発信するとともに、他地域 

との相互学習の機会を設けました。 

実施日 内  容 

8月 1日 

令和 7年度 相談支援コーディネーター養成研修（栃木県） 

テーマ：「対話を通じた多機関間の理解と協働によるチーム支援」 

対象者：栃木県内 重層的支援体制整備事業担当者 

11月 11日 

令和 7年度 包括的支援体制整備支援事業相談支援包括化推進員等養成研修（三重県） 

テーマ：「包括的支援体制の整備に向けて、あらゆる面から考える（事例報告）」 

対象者：三重県内 市町役所及び社協の包括的支援体制整備担当者 
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２）社会福祉法人連絡協議会の実施 

誰もが安心して安全に暮らすことができる地域社会づくりを推進するため、市内の社会福祉 

法人間における情報共有や意見交換、連携強化を目的として実施しています。 

令和７（2025）年度は、実務者会議を開催し、今後の協議会における実務者会議の方向性や

具体的な取組について協議し、法人間の連携強化と実践に向けた基盤づくりを進めました。 

 

３）社会福祉法人連絡協議会代表者等連絡会への参加 

  日    時：７月２９日  場 所：兵庫県福祉センター 参加者：１人 

  内    容：①報告「ほっとかへんネットを取り巻く動向とこれからの活動」 

      ②情報交換会 

４）社会福祉法人連絡協議会（ほっとかへんネット）実践交流会への参加 

  日    時：９月３０日  場 所：兵庫県福祉センター  参加者：１人 

  内    容：①第１部（広報）みんなの広報資材リレー紹介 

      ②第２部（相談支援）実践報告 

      ③グループワーク 

 

（５）課題調整会議を活用した協働による社会資源開発 

１）「課題調整会議」の位置づけ・機能等の見直し 

令和５(2023)年度より「重層的支援体制整備事業」が本格実施したこと等も踏まえ、こ 

れからの「課題調整会議」の位置づけや担っていくべき機能等について見直しを図り、令

和７年度２回開催しました。 

 

２）移動支援の調査分析の取り組み 

共同利用施設統廃合等に伴い、サロン会場へ出向くことが難しくなった高齢者への対応に

ついて、調査と分析を実施しました。 

 

（６）障害者デイサービスセンターにおける「意思決定支援」「地域生活支援」を重視した 

ケアの推進 

 １）利用者の自分らしい地域生活への支援について考える研修会を下記の通り実施しました。 

 

 

実施日 内  容 参加法人(人数) 

3月 10日 

「今後の伊丹市社会福祉法人連絡協議会実務者会議について」 

①前回会議報告 

②意見交換会 

9法人 

(12人) 

実施日 研修・検討会 内容 参加人数 

随時 虐待防止研修 「障害者虐待防止法」の理解と対応について 42人 

1月 30日 意思決定支援研修 利用者側から学ぶ意思決定支援について 18人 

3月 11日 身体拘束検討会 身体拘束の理解と事例検討 18人 
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２）利用者一人ひとりの理解を深め、意思決定支援をするための「その人を知る事例検討会」

を実施しました。 

 

 

 

２．地域を基盤とした権利擁護支援体制の充実 

（１）「意思決定支援」を実践するためのチームづくり 

１）伊丹市福祉権利擁護センターの設置（伊丹市委託事業）          6,950,783円 

高齢者及び障がい者（児）等の権利擁護に関する総合的な支援を実施することにより、誰も

が住み慣れた地域で安心して生活を継続できることをめざし、地域における社会福祉の増進を

図ることを目的として設置されました。 

また、「成年後見制度の利用の促進に関する法律」に基づく中核機関として、成年後見制度

の利用促進に関する取組を実施しています。 

 

① 伊丹市権利擁護支援推進委員会の開催 

認知症や知的障害、精神障害等により判断能力に不安を抱える方を適切な支援につなげるた 

め、関係機関による地域連携ネットワークの構築及び連携強化を目的として開催しました。 

また、成年後見制度に限らず、市全体の権利擁護支援を検討する場として、令和７年度より 

会議名称を「伊丹市成年後見利用促進委員会」から「伊丹市権利擁護支援推進委員会」へ変更

しました。 

開催日 議題 参加人数 

8月 7日 権利擁護支援の現状について 18人 

3月 23日 本人を中心とした支援のあり方について 18人 

 

②相談の状況 

年間の相談件数は 974件（月平均 82件）でした。 

相談者の内訳では、地域包括支援センターや行政等の関係機関からの相談が 792件（81％） 

を占めました。対象者は高齢者が 697件（72％）と全体の７割以上と多くを占めています。 

相談者（複数回答） 

 
本人・ 

家族等 
地域包括 

障害者相

談支援等 
ケアマネ 

行政機関

等 

施設・医

療機関等 
その他 合計 

令和 5(2023)年度 218 286 48 99 229 121 121 1,122 

令和 6(2024)年度 203 266 83 76 190 140 163 1,121 

令和 7(2025)年度 332 275 56 94 220 144 250 1,371 

※その他：弁護士・司法書士等・成年後見人等含む。 

 

 

 

 

実施日 内  容 参加人数 

3月 28日 センター利用者 N氏への理解を深める事例検討 18人 
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相談内容（複数回答）                                      （単位：件） 

相談内容 令和 5(2023)年度 令和 6(2024)年度 令和 7(2025)年度 

日常的な金銭管理・財産管理 174 143 108 

福祉サービス等法的な手続きについて 87 66 11 

虐待及びその疑いがあるもの 117 120 131 

消費者被害 3 2 0 

生活困窮 0 14 2 

成年後見制度の利用 193 220 144 

法定後見制度の利用 358 443 411 

任意後見制度の利用 8 20 36 

成年後見制度の申立て手続きについて 327 374 214 

成年後見人等の活動支援について 66 61 3 

福祉サービス利用援助事業の利用 0 2 6 

触法行為 3 10 0 

債務整理 144 106 90 

一般的な法律相談 97 85 4 

その他 63 37 25 

相談実数合計 1,640    1,703 1,185 

③個別支援会議（カンファレンス）の開催 

法的支援が必要なケースについて、法律専門職等と連携し、個別支援会議（計３９回）を開 

催し、相談支援機関への後方支援を行いました。 

主なケースの特徴としては、経済的虐待を含む高齢者虐待、成年後見制度の利用を要するケ 

ース、債務問題を抱えるケースなど、多様な課題が複雑に絡み合っている点が挙げられます。 

個別支援会議において、ケアマネジャー、地域包括支援センター、行政、警察、法律専門 

職、福祉権利擁護センター等の多職種が参画し、支援方針の検討を行いました。また、状況に 

応じて法律専門職等が直接支援を行うなど、連携した対応を図りました。 

 

④成年後見制度申立て支援事業 

成年後見制度の申立て手続きに関する相談は計２１４件ありました。これらの相談に対し 

て、助言や情報提供を行いました。 

また、本人や家族が申立てを行う場合や、財産関係が複雑で専門的な助言が必要なケースな 

ど、より具体的な支援が求められる場合には、地域包括支援センター等の相談支援機関と連携 

し、申立て手続きに関する書類作成や手続きの支援を行いました。 

 

⑤受任調整会議（支援困難ケース）の開催 

福祉的課題が大きく、福祉関係機関との連携が特に必要なケースについて、成年後見人候補 

者の選定に関する協議を行いました。 

開催日：４月２４日、３月２３日 

案件数：計２件（４月２４日）、１件（３月２３日） 
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（２）意思決定支援の理解促進 

Ⅰ）権利擁護講演会 

広く市民を対象に、認知症のある方の意思決定支援に関する理解促進・普及啓発を目的と 

して、伊丹市地域包括支援センターとの共催で開催しました。 

開催日：7月 2日 

内 容：「あなたの想いを大切に～認知症の方の意思決定を支えるために～」 

講 師：日本意思決定支援ネットワーク 代表理事 名川勝 氏 

参加者：７２名 

 

２）成年後見業務の体験教室の開催 

成年後見制度の基礎及び実務（身上保護・財産管理）を体験する機会とし、親族後見人を改 

めて検討していただくことを目的に実施しました。 

開催日：８月２７日  

内 容：①「成年後見業務でよく聞く質問」 

②「成年後見業務の身上保護と財産管理を体験してみよう！」 

参加者：４２名 

３）専門職向け権利擁護研修会の開催（地域包括支援センター共催） 

成年後見人の業務に対する理解を深めるとともに、成年後見制度に関わる福祉専門職（地域 

包括支援センター職員）を対象として、成年後見人との連携支援の推進を目的に研修会を開催 

しました。 

開催日：３月１９日 

内 容：「福祉職成年後見人との連携について」 

参加者：２３名（知域包括支援センター社会福祉士向け） 

講 師：ぱあとなあ兵庫 社会福祉士 名田 茂実 氏 

伊丹市福祉権利擁護センター長 松下 弥里 

 

４）権利擁護事例検討会の開催 

市内の高齢者・障がい者相談支援機関が日常的に関わる中で、債務整理、近隣トラブル、経 

済的虐待等の法律的課題を抱える事例が多数見られています。これらの課題解決に向けては、 

法律専門職との連携が不可欠であることから、相談支援機関の権利擁護支援に関するスキル向 

上及び法律専門職等との連携強化を目的として、事例検討会を開催しました。 

実施日：９月１８日、１月１５日 

参加者：延べ５６名 

対象者：地域包括支援センター、障がい者相談支援機関、行政ケースワーカー（高齢・障 

害）、法律専門職等 

 

（３）権利擁護に関する社会資源との連携 

１）市民後見人の養成及び活動支援（伊丹市委託事業）          9,957,000円 
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① 養成講座 

親族以外で後見業務を担う第三者後見人の新たな担い手として、地域福祉の視点に立ち、身 

近な「市民」という立場で後見活動を行う人材を養成するため、「市民後見人養成講座（実 

習）」を実施しました。 

実習受講者：５名 

振り返り面談：１月１９日（５名登録） 

 

②市民後見人登録者のフォローアップ研修の実施 

実施日：８月２７日 10：30～12：00 

参加者：４２名 

内 容：①「成年後見業務でよくある質問」 

    ②「成年後見業務における身上保護と財産管理を体験してみよう！」 

講 師：伊丹市社会福祉協議会 地域福祉推進室長 坂田 一明 

    伊丹市福祉権利擁護センター センター長 松下 弥里 

 

③市民後見人受任者向け研修会の実施 

実施日：１０月３０日 10：00～12：00 

参加者：５名（市民後見人活動者・終了者） 

市内で市民後見人として活動している方を対象に、受任後の悩みの共有や後見活動に関する 

情報交換を行うとともに、専門職の講師より、後見活動に関する助言等を行いました。 

 

 

日 時 内 容 講 師 

9月 17日 

9：00～12：00 
日常生活自立支援事業について（３名） 

伊丹市社会福祉協議会  

専門員 

9月 17日 

13：00～16：00 
専門職後見人の補助（３名） 

ソーシャルサポート灯合同会社 

社会福祉士 向井 洋江氏 

9月 24日 

9：00～12：00 
日常生活自立支援事業について（２名） 

伊丹市社会福祉協議会 

専門員 

9月 24日 

13：00～16：00 
専門職後見人の補助（２名） 

ソーシャルサポート灯合同会社 

社会福祉士 向井 洋江氏 

10月 8日 

9：00～16：00 
高齢者施設での実習（２名） 

伊丹市社会福祉事業団 

養護老人ホーム 松風園 

10月 22日 

9：00～16：00 
障害者施設での実習（２名） 協同の苑 くすのき 

10月 29日 

9：00～16：00 
障害者施設での実習（２名） 協同の苑 くすのき 

11月 12日 

9：00～16：00 
高齢者施設での実習（３名） 

伊丹市社会福祉事業団 

養護老人ホーム 松風園 

12月 1日 

9：00～12：00 
障害者施設での実習（１名） 協同の苑 くすのき 
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④市民後見人の活動啓発 

市民後見人養成講座修了者の活動機会の創出として、意向確認アンケートにおいて関心の高 

かった権利擁護に関する広報・啓発を目的に、地域ふれ愛福祉サロンにおいて出前講座を実施 

しました。あわせて、サロンボランティア連絡会においてチラシの配布やＰＲを行いました。 

 

⑤市民後見人の活動支援 

市民後見人に対し、後見監督人として相談対応、同行支援、カンファレンスへの参加等の支 

援を行いました。 

また、日々の活動における不安や疑問の解消を図るため、市民後見人と専門職（弁護士、司 

法書士、社会福祉士）との個別面談を実施しました。 

市民後見人活動者：１４名（うち１０名は後見事務終了） 

年 度 令和 5(2023)年度 令和 6(2024)年度 令和 7(2025)年度 

受任調整会議 1回 1回 2回 

審   判 0件 0件 1件 

確定活動中 0件 0件 1件 

 

２）日常生活自立支援事業（福祉サービス利用援助事業） 

（兵庫県社会福祉協議会委託事業・伊丹市補助事業）          11,575,546円 

在宅で生活されている方で、判断能力に不安のある認知症高齢者、知的障がい者、精神障が 

い者等が安心して地域生活を送ることができるよう、生活支援員を派遣し、日常的な金銭管理 

支援や福祉サービスの利用援助等を行いました。 

①相談件数（契約前）                        （単位：件） 

年度 認知症高齢者 知的障がい者 精神障がい者 その他 合計 

令和 5（2023）年度 213 42 47 32 334 

令和 6（2024）年度 119 52 78 45 294 

令和 7（2025）年度 108 25 121 27 281 

 

②相談内容件数内訳（契約前・契約後合計）              （単位：件） 

年度 日常生活自立支援事業 成年後見制度等 その他 合計 

令和 5（2023）年度 3,133 3 0 3,136 

令和 6（2024）年度 3,140 0 0 3,140 

令和 7（2025）年度 3,073 0 0 3,073 

 

③契約件数                             （単位：件） 

年度 年度当初契約数 新規契約数 解約数 年度末契約数 

令和 5（2023）年度 78 17 13 82 

令和 6（2024）年度 82 19 19 82 

令和 7（2025）年度 82 6 23 65 
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④日常金銭管理支援（援助実施状況） 

年度 援助延日数 援助延回数 援助者延人数 

令和 5（2023）年度 1,602日 1,602回 1,865人 

令和 6（2024）年度 1,607日 1,607回 1,791人 

令和 7（2025）年度 1,463日 1,463回 1,645人 

 

⑤日常金銭管理支援（援助内容）                           （単位：回） 

年度 生活費受渡し 支払い同行 支払い代行 
福祉サービ

ス手続き等 
その他 合計 

令和 5（2023）年度 1,550 7 435 4 5 2,001 

令和 6（2024）年度 1,386 1 519 6 24 1,936 

令和 7（2025）年度 1,507 0 512 0 0 2,019 

 

３）家計改善支援事業             （伊丹市委託事業）       6,189,116円 

市内在住の生活困窮者及び生活保護受給者のうち、心身の状態やこれまでの生活環境等の理

由により、適切な金銭管理が困難な方に対して、家計の実態把握を行い、課題解決を図るとと

もに、本人が金銭管理を行う力を身につけ、地域で自立した生活を送ることを目的に支援を実

施しました。 

また、自立に向けた取組として、家計簿支援ツールを活用し、相談者が継続して家計管理に

取り組める仕組みづくりを行いました。さらに、生活福祉資金貸付事業と連携し、新型コロナ

ウイルス特例貸付借受人を対象とした相談会（FP相談会、生活相談会）に参加し、家計改善の

視点から相談支援を行いました。 

 

① 相談件数                            （単位：件） 

年度 
生活困窮者

（新規） 

生活困窮者

（継続） 

生活保護受給

者（新規） 

生活保護受給

者（継続） 
合計 

令和 5（2023）年度 15 266 9 158 448 

令和 6（2024）年度 20 260 5 113 398 

令和 7（2025）年度 9 119 6 152 286 

 

② 相談対応内訳                         （単位：件） 

年度 プラン作成 同行支援 実態把握 連絡調整 その他 

令和 5（2023）年度 19 10 415 29 18 

令和 6（2024）年度 9 10 332 63 23 

令和 7（2025）年度 6 5 288 54 2 
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③ 利用者数                       （単位：件） 

 
年度当初 

利用者数 
新規利用者数 終了者数 

年度末利用者

数 

その他継続 

利用者数 

 困窮 生保 困窮 生保 困窮 生保 困窮 生保 困窮 生保 

令和 5(2023)年度 6  6 10 3 5 5 11 4   

令和 6(2024)年度 11 4 0 2 11 2 0 4 7 0 

令和 7(2025)年度 0 4 2 2 1 1 1 5 5 1 

※困窮＝生活困窮者 生保＝生活保護受給者 

※その他継続利用者数＝プラン外利用者を計上 

４）法外援護資金の貸付 

市内在住の生活困窮世帯等に対し、資金の貸付及び必要な援助指導を行い、世帯の生活の安

定を図りました。 

今後は、貸付の際に家計改善支援事業の案内や、子育て世帯に対する教育支援資金の情報提

供を行うなど、世帯の自立に向けた継続的な支援体制の強化を図っていきます。 

年度 相談件数 貸付件数 貸付決定額 

令和 5（2023）年度 38件 16件 445,800円 

令和 6（2024）年度 47件 23件 627,484円 

令和 7（2025）年度 31件 14件 396,500円 

 

３．社会的孤立をさせないための仕組みづくり 

（１）孤立世帯に対する生活支援・社会参加の仕組みづくり 

１）生活福祉資金の貸付 

① 新型コロナウイルス特例貸付（緊急小口資金・総合支援資金） ４０１件 

借受人世帯に対し、償還免除や償還猶予、生活相談等の個別相談支援を行いました。主な相

談内容は償還に関するものであり、２２３件（56％）を占めました。 

また、相談会や無料食料支援を通じて借受人世帯とのつながりを構築する機会を設けました。

対面で相談できる機会を確保したことで、生活状況の詳細な把握と、個別に応じた丁寧な支

援を行うことができました。 

今後も関係機関と連携しながら、借受人世帯に対するきめ細やかな支援を継続していきます。 

 

②生活福祉資金（新型コロナウイルス特例貸付除く） 

兵庫県社会福祉協議会が実施する生活福祉資金について、伊丹市の窓口として、低所得者、 

高齢者、障がい者等を対象に、民生委員・児童委員と連携し、貸付相談及び必要な援助指導を 

行い、世帯の経済的自立と生活の安定を図りました。 

年度 相談件数 貸付件数 貸付決定額 

令和 5（2023）年度 1,373件 31件※1 51,056,001円 

令和 6（2024）年度 2,181件 31件 45,620,600円 

令和 7（2025）年度 1,577件 48件※2 74,966,400円 

※1 貸付決定後辞退：2件（8,800,000円） ※2 貸付決定後辞退：7件（15,540,000円） 
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③失業により生計の維持が困難となった世帯に対し、生活再建までの間の生活資金の貸付を 

行い、世帯の自立と生活の安定を目的とした相談支援を実施しました。 

年度 相談件数 貸付件数 貸付決定額 

令和 5（2023）年度 61件 2件 180,000円※ 

令和 6（2024）年度 14件 0件 0円 

令和 7（2025）年度 17件 0件 0円 

※つなぎ資金（1件 50,000円含む） 

 

④教育資金の個別相談会の開催（特例貸付借受人対象） 

新型コロナウイルス特例貸付借受人のうち子育て世帯を対象に、ファイナンシャルプランナ 

ー（FP）と連携した相談会を開催しました。家計や教育資金に関する相談に応じ、貯蓄計画の 

提案や奨学金・教育支援資金の案内を行いました。 

実施日：１０月２６日 来所者：３名   

 

⑤生活相談会の開催（特例貸付借受人対象） 

新型コロナウイルス特例貸付借受人を対象に、自立相談課と連携し生活相談会を開催しまし 

た。個別相談の機会を設けることで、生活状況の詳細な把握と、きめ細かな支援を行うことが 

できました。 

実施日：（第 1回）８月８日 来所者：１０名 

（第 2回）３月６日 来所者： ７名 

 

⑥無料食料支援の実施（特例貸付借受人対象） 

新型コロナウイルス特例貸付借受人を中心に無料食料支援を実施しました。希望世帯に対し 

ては、貸付金の償還方法や生活相談に関する支援も併せて行いました。 

また、市自立相談課、地域包括支援センター、ボランティア・市民活動センター、シルバー 

人材センター等と連携し、相談対応及び支援情報の提供を行いました。 

実施日：６月３日・４日  配布世帯数：１５１世帯 

 

２）フードパントリー事業の実施 

コロナ禍収束後においても、生活困窮の状態が継続している世帯が多く見られることから、 

生活困窮者への生活支援及び孤立世帯の社会参加の機会づくりを目的として、無料食料支援の 

ツールの一つであるフードパントリーを、市民や企業からの食料寄付を活用し、定期的に開催

しました。 

また、食料配布時にはアンケート調査を実施し、利用世帯の状況把握に努めました。 

実施日：１月２２日、２月５日、２月２６日、３月２６日 

配布世帯数：合計５３世帯 
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（２）生活困窮者等の相談支援の充実                  19,593,503円 

伊丹市が設置する生活困窮者自立支援事業「くらし・相談サポートセンター」の相談支援員 

として、本会職員３人を在籍型出向させ、市役所内の各部署の他、地域住民をはじめ関係機 

関・団体等と連携を行い、市民一人ひとりに寄り添いながら支援を行いました。また、本会が

実施する生活福祉資金貸付事業や福祉サービス利用援助事業、権利擁護事業等とも連携を図り、 

個別ケース会議等には担当職員が参画しました。 

 

（３）社会福祉法人との連携 

１）社会福祉法人連絡協議会の実施（再掲） 

誰もが安心して安全に暮らすことができる地域社会づくりを推進するため、市内の社会福祉

法人間における情報共有や意見交換、連携強化を目的として実施しています。 

令和７（2025）年度は、今後の協議会における実務者会議の方向性や具体的な取組について

協議し、法人間の連携強化と実践に向けた基盤づくりを進めました。 

 

実務者会議 

 

２）社会福祉法人連絡協議会代表者等連絡会への参加（再掲） 

  日    時：７月２９日  場 所：兵庫県福祉センター 参加者：１人 

  内    容：①報告「ほっとかへんネットを取り巻く動向とこれからの活動」 

      ②情報交換会 

 

３）社会福祉法人連絡協議会（ほっとかへんネット）実践交流会への参加（再掲） 

  日    時：９月３０日  

場 所：兵庫県福祉センター   

参加者：１人 

  内    容：①第１部（広報）みんなの広報資材リレー紹介 

      ②第２部（相談支援）実践報告 

      ③グループワーク 

 

 

 

 

 

 

実施日 内  容 参加法人(人数) 

3月 10日 

「今後の伊丹市社会福祉法人連絡協議会実務者会議について」 

①前回会議報告 

②意見交換会 

9法人 

(12人) 
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推進目標４ 地域福祉推進のための体制整備 

(社会福祉協議会の組織基盤強化) 
１．地域福祉推進計画の推進のための仕組みづくり 
（１）推進委員会の開催 

少子高齢化の進行や単身世帯の増加、地域社会のつながりの希薄化など、「暮らし」を取り 

巻く環境が大きく変化する中、本会では令和７年度から、「第８次地域福祉推進計画」（令和 

７年度～１１年度）に基づく取り組みをスタートしました。 

本計画の基本理念である「みんなで創る、自分らしく暮らせる共生のまち」の実現に向け、 

住民自治を基盤とし、多様な活動主体との連携・協働による地域福祉の推進に取り組みます。 

 

①計画推進委員会の開催及び今後の運営提案 

令和７年度は、「第１回 第８次地域福祉推進計画推進委員会」を開催し、計画の進捗状況の 

報告及び今後の委員会の運営方針について協議を行いました。 

本委員会においては、従来の「進捗評価の場」としての役割に加え、より実践的な地域福祉 

の推進につなげていくため、委員会のあり方について今後の運営提案を行いました。 

具体的には、計画推進委員会を地域福祉の実践につながる「協議の場（プラットフォーム）」 

として位置づけるとともに、会議名称を「伊丹市地域福祉協働推進会議」とし、参加対象を広 

く多様な主体へ拡大していくこと、さらに、課題共有にとどまらず、協働による具体的な取り 

組みの創出をめざすことについて提案し、意見交換を行いました。 

今後、多様な活動主体がが「同じテーブル」で課題を共有し、協働の実践へとつなげていく 

新たな協議の場として進めていきます。 

第 1回 第 8次地域福祉推進計画推進委員会 

実施回 実施日 内容 

第 1回 令和 8年 2月 19日 

・第 8次地域福祉推進計画 進捗状況報告 

・今後の計画推進委員会の運営方針について（提案） 

・社会福祉協議会の機能とプラットフォーム運営についての説明 

・意見交換 

 

②役員(理事、監事、評議員)への第８次地域福祉推進計画の共有 

 令和７年７月１１日に、理事・監事・評議員を対象とした役員等研修会を開催し、第８次 

地域福祉推進計画の理念、方向性、推進目標について説明し、理解と共有を図りました。 

 

③職員全体共有会 

 令和７年７月３０日に職員を対象とした全体共有会を開催し、計画理念・方向性・推 

進目標の説明と、それを踏まえて今後取り組んでいきたい活動等についてのグループワ 

ークを行いました。 
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（２）理事会・評議員会での進捗管理 

 理事会及び評議員会の協議体機能を高めるために、第８次地域福祉推進計画の進捗状況の共 

有化を図りました。 

 

１）理事会・評議員会・監事  

本会の執行機関としての理事会及び議決機関としての評議員会等を開催しました。 

 ①理事会 ６回（6月 5日、6月 20日、7月 31 日、10月 2日、2月 5日、3月 5日） 

 ②評議員会５回（6月 20日、7月 1日※1、10月 29日、2月 20日、3月 25日） 

※1は書面開催 

③監 査  １回（5月 16日） 

④役員等研修会 （年２回） 

 １回目：７月１１日(再掲) 

内容「社会福祉協議会の理事、監事、評議員について」 

講師：兵庫県社会福祉協議会地域福祉部長 福本 良忠 氏 

「第８次地域福祉推進計画策定について」 説明：事務局次長 

２回目：１２月１９日 

内容「伊丹市社協の取り組み内容について」 

全体説明：総務課長 

地域支援事業の説明：①地域福祉推進担当②ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・市民活動ｾﾝﾀｰ担当 

障害者支援事業の説明：③障害者福祉ｾﾝﾀｰ担当④障害者ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ担当 

 

 ２）理事・監事・評議員の任期満了に伴う選任 

 令和７年度は、理事・監事（任期２年）と評議員（任期４年）の任期満了に伴う選任手

続きを行いました。 

 

（３）兵庫県社会福祉大会への参加 

第７３回兵庫県社会福祉大会が１１月６日に淡路市で開催され、会長他理事・監事 

の６名が出席しました。 

 

２.地域福祉を推進するための人材育成 

(１）職員内部研修の実施 

毎年実施している人権研修について、全職員を対象として（欠席者は、録画映像視聴と 

レポート提出）外部講師を招いて、「カスタマーハラスメントとメンタルヘルス」につい 

て研修を行いました。 

その他、令和７年度人材育成方針に基づき、新規採用職員を対象とする研修プログラムを 

実施するとともにＯＪＴにも積極的に取り組みました。 

 

（２）職務に応じた研修参加 

職務等（役職・経験年数等）に応じて、市が主催する階層別研修、兵庫県社会福祉協議会 
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等の外部研修や、事務局長会議、各種事業担当者会議、県内事務局長等勉強会が行う研修等 

に職員の参加を促しました。 

 

（３）総合相談支援体制に向けた職員の連携強化 

１)「課題調整会議」の位置づけ・機能等の見直し（再掲） 

令和５(2023)年度より「重層的支援体制整備事業」が本格実施したこと等も踏まえ、こ 

れからの「課題調整会議」の位置づけや担っていくべき機能等について見直しを図り、今 

年度２回開催しました。 

 

（４）職員勤務評価の実施 

副主幹級以下の職員は、①６月に年度目標シートを作成、②７月に上司との面談、③12 

月に職務評価報告書及び職務に関する自己申告書を作成、④１２月下旬から１月中にかけ

て上司との面談等を経て勤務評価を実施しました。 

また、課長級以上の管理職においても人事評価を実施しました。 

この勤務評価を実施することにより、職務への取り組み意欲や次年度への目標確認を職 

員自らが行うとともに、上司と協議できる時間を設けることで、人材育成を図りました。 

 

（５）中・長期的展望に立った専門職を含めた職員の適正配置 

平成２１(2009）年度より、社会福祉職としての専門性を活かすために、社会福祉士等の専門 

職の採用を行ってきました。令和４年度以降の採用職員には、地域福祉に関する研修の受講に 

より、専門性の確保に努めています。また、伊丹市役所に開設されている「伊丹市くらし・相 

談サポートセンター」には職員３人を引き続き出向させています。 

 

（６）衛生委員会の開催 

職員の健康の保持増進を図ることを目的として、平成２３(2011）年度に衛生委員会を設け、 

委員会を月１回開催し、職場安全衛生管理チェックや、有給休暇取得促進、時間外労働抑制、 

ワークライフバランスの促進、メンタルヘルスマネジメント、健康診断・ストレスチェック支 

援等について協議をしました。全職員を対象とした人権研修では「カスタマーハラスメントと 

メンタルヘルス」(再掲)をテーマに研修を実施しました。 

 

（７） 育児・介護等との両立ができる職場づくり 

育児・介護をしながらも就労できる働き方等職場環境改善について、衛生委員会で協議を行

いました。次年度以降も引き続き、育児・介護との両立ができる職場づくり等について検討し

ていきます。 

 

３．地域福祉を推進するための組織マネジメント 
（１）効率的な資産管理 

資産管理については、平成１７(2005)年４月に、安全性を第一に効率性を考慮した資金の管理 
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及び運用のための資産管理方針を設け、安全・確実かつ効率的に資金を保管してきました。本 

会への直接寄付金については、福祉基金として積み上げており、伊丹ロータリークラブか 

らのボランティア基金とあわせて、地域での福祉課題に対する資金として活用するため、 

安全運用を行っています。また、勤怠管理や組織内の承認手続きの電子化、システムを活

用した情報共有等、業務の効率化を図るためのシステム導入やデジタル化を推進していく

ため、導入に向けた情報収集や協議を行いました。次年度も検討を進めます。 

 

（２）会員 

本会の地域福祉活動を推進する上で必要な自主財源の強化を図るため、社協活動につい 

て市民に理解と協力を求めながら会員の拡充に取り組みました。 

 名誉会員 特別会員 団体会員 普通会員 計 

年 度 
件数

(件) 

金 額 

(円) 

件 数

(件) 

金 額 

(円) 

件 数

(件) 

金 額 

(円) 

件 数

(件) 

金 額 

(円) 

件 数

(件) 

金 額 

(円) 

令和 5(2023)年度 1 50,000 91 510,000 178 770,890 490 537,000 760 1,867,890 
令和6(2024)年度 0   0 85 455,000 170 749,890 547 589,000 802 1,793,890 

令和7(2025)年度 2 100,000 88 485,000 165 731,890 511 550,000 766 1,866,890 

＜会費の使途＞自治協議会等が、住民の考え方を基本に、地域の特性を活かしながら、子ども、

高齢者、障がいのある方など、住民すべてが住みよい福祉のまちづくり活動を創意と工夫をも

って展開できるよう助成金として活用しました。 

 

＊会員増強プロジェクトの実施 

 会員が減少している状況を踏まえ、社協会員増強に向けた取り組みを検討する職員プロジェ

クトを設置し協議しました。 

 

（３）善意銀行                         1,203,880円 

  市民、企業から預託（付)された浄財（金銭・物品）を、善意銀行を通して様々な社会福祉活 

動に効果的に払出しを行い、地域福祉の向上に役立てました。 

  指定寄付： ２１件 １，１８３，８８０円（伊丹心身障害対策市民懇談会･市内こども食堂 他） 

  物品寄付：２４１件（お米、あて布・タオル、古切手、車いす他） 

 

（４）共同募金・歳末たすけあい募金                  

市民の皆様の協力を得て行われた赤い羽根共同募金活動で集まった募金は、一旦、兵庫 

県共同募金会に全額送金し、その内６～７割が伊丹市に配分されます。また、歳末たすけ 

あい運動で集まった募金は、全て伊丹市で活用されています。 

地域での福祉事業に活用するため、公募配分方式で配分を行いました。既存団体に加えて、 

受配団体等にも積極的に啓発に関わっていくように働きかけていきます。 

１）赤い羽根共同募金公募配分（誰もが住みよいまちづくり助成） 

 自治会、市民活動団体、ＮＰＯ法人、社会福祉法人、自治協議会等に対し、誰もが住みなれ 
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た地域で、安心して安全に暮らし続けることができるまちづくりを目的とした地域住民等が主 

体となって取り組んでいる事業や新しく取り組む事業に助成を行いました。 

配分先：自治会、自治協議会等 

 団体数：１０団体（前年度 11団体） 助成金：１，６９５，０６２円（前年度 1,707,716円）  

 

２）歳末たすけあい運動配分 

 住みなれた地域を良くしようと様々な地域福祉活動に取り組まれている団体・施設等が年末 

年始に実施される地域福祉事業への助成を行いました。 

配分金額合計 ２，６１２，４６８円 （前年度 2,637,418円） 

≪配分先≫              

・地域での福祉活動を行う団体等が実施する、地域住民が参加できる福祉活動 

自治会・住民自治組織等４２団体 １，９３８，９８２円（前年度：41団体 1,865,667円） 

・地域で福祉活動を行う団体等が実施する、地域住民への福祉活動の啓発事業 

ボランティアグループ １団体 ２１，２８０円（前年度：1団体 23,200円） 

・ＮＰＯ法人、小規模作業所、社会福祉法人が実施する地域交流事業 

社会福祉法人・ＮＰＯ法人３団体 １５０，０００円（前年度：2団体 77,656円） 

・全市的な福祉活動への支援事業 

伊丹心身障害対策市民懇談会・こうのいけ秋フェスティバル 2025音楽祭実行委員会 

伊丹市婦人共励会・ＮＰＯ法人伊丹アドボカシーネットワーク 

４団体 ５０２，２０６円（前年度： 6団体 670,895円）   

 

（５）広報活動 

１）組織横断的に実施する事業 

①伊丹市共生福祉社会フォーラムの開催（再掲）    

「地域福祉活動」「地域資源」が連携し、「地域課題」を解決できる可能性について考え

るきっかけとして、伊丹市との共催で開催しました。 

実施日 内     容 参加人数 

2月 23日 

基調講演 

【講師】今後の地域福祉活動の在り方について 

～多様な活動主体と連携・協働した地域福祉の基盤づくり～ 

関西学院大学 人間福祉学部 社会起業学科 准教授 柴田学 氏 

パネルディスカッション「地域福祉活動」「地域資源」が連携し、 

「地域課題」を解決できる可能性を考えよう！」 

【ｺｰﾃﾞｨﾈ-ﾀｰ】関西学院大学 人間福祉学部 社会起業学科 准教授 柴田学 氏 

【登壇者】 鈴原小学校地区自治協議会     会長  市川伊久雄 氏 

グループホームこころあい伊丹    施設長  安田倜枝 氏 

         南地域包括支援センター       管理者  中江友子 氏 

ありおかまちカフェ         代表     福田知子 氏 

株式会社きると スクールきると 統括   苑田昌嗣 氏 

約 500人 
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②市民活動情報紙「社協だより」の発行（再掲）〔共同募金配分金充当〕   432,500円 

本会が取り組んでいる地域福祉推進活動、ボランティア活動、赤い羽根共同募金運動等 

を市民に広く知っていただくために、フルカラーで市民活動情報紙「社協だより」を発行 

しました。会員、ボランテイアや地域福祉活動者に配布するとともに、公共施設に配置し

ていただいています。８月号は、市まちづくり推進課のメール便により、自治会を通じて 

各戸に回覧していただきました。 

 発行回数：２回 発行部数：9,000部（８月号）3,000部（１月号） 

 配 布 先：自治会を通じて全戸（組）回覧（８月号） 

      会員、関係機関等へ郵送、地域の会議や集い場での配布 

 

 ③メールニュースの発行 

本会の日々の活動をブログと連動させ、関係機関や市民に発信し、情報発信を行いました。 

また、その内容を、１週間ごとに、「伊丹市社協メールニュース」として、３６回（原則週１ 

回）発信しました。 

 

④その他   

その他、事業ごとにパンフレットの作成、機関紙の発行等の広報活動を行いました。 

 

指定管理・施設運営 

（１）社協らしい指定管理事業 

１）伊丹市立障害者福祉センターの運営      （伊丹市指定管理事業）69,065,385円 

障がいのある市民の自立、社会参加の促進及び地域における交流啓発の拠点である市立 

障害者福祉センターの運営管理を指定管理者として実施しました。(再掲) 

 

２）伊丹市立障害者デイサービスセンターの運営（伊丹市指定管理事業）177,082,767円                

 利用者一人ひとりが、地域の様々な人たちと心を通わせあいながら“自分らしさ”を見 

つけていける場となることをめざし、市立障害者デイサービスセンターの運営管理を、指 

定管理者として実施しました。(再掲) 

  

３）伊丹市立地域福祉総合センター          （市指定管理事業）30,422,482円 

平成１８(2006)年度より市指定管理者として「市立地域福祉総合センター（いたみいきいきプ

ラザ）」の管理運営を行っています。 

開館日数…３４７日(前年度３４７日)  部屋別利用件数…２,４４６件(前年度 2,438件) 

利用人数…19,473人 延べ 50,658人(前年度 19,133人 延べ 53,428人) 

①ロビーイベントの実施 

「いたみいきいきプラザ」のロビーを活用したボランティア活動や福祉啓発事業を実施 

しました。 
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月  日 内     容 

4月 17日 ボランティアグループによる「防災学習会」 

5月 16日 ボランティアグループによる「防災学習会」 

6月 17日 ボランティアグループによる「防災学習会」 

7月 17日 ボランティアグループによる「防災学習会」 

9月 17日 ボランティアグループによる「防災学習会」 

10月 17日 ボランティアグループによる「防災学習会」 

10月 22日 市健康政策課による「まちかど測定会(体組成の測定会)」 

11月 17日 ボランティアグループによる「防災学習会」 

11月 30日 ボランティアグループによる「フレイル予防体操・ヨガ」 

12月 17日 ボランティアグループによる「防災学習会」 

1月 16日 ボランティアグループによる「防災学習会」 

2月 17日 ボランティアグループによる「防災学習会」 

3月 5日 ボランティア・市民活動センターイベント「おやこであそぼうフェスタ」 

3月 17日 ボランティアグループによる「防災学習会」 

・その他、定例的にロビーで実施されている活動 

毎月第 1・3月曜日 ボランティアグループによる「木工」 

毎月第 2・4火曜日 ボランティアグループによる「おもちゃ修理」 

「コーヒーの提供＆絵手紙教室（第 2）/手芸教室（第 4）」 

ボランティア・市民活動センターによる「スマホカフェ」 

毎月第 2・4水曜日 「将棋サロン」 

毎月第 3 火曜日 ボランティアグループによる「こども食堂」 

 

②いたみいきいきプラザ施設運営連絡会の開催 

  いたみいきいきプラザの管理運営等について協議するため、入居団体等によるいたみいき 

いきプラザ施設運営連絡会を２回開催しました。 

 

③福祉避難所としての洪水時避難訓練・防災訓練の実施 

 ・洪水時避難訓練 

  実 施 日：３月２４日  参 加 者：入居団体・施設利用者 ６１人 

  内   容：避難経路の確認・情報伝達訓練・垂直避難訓練 

・総合防災訓練 

   実 施 日：３月２４日     参 加 者：入居団体・施設利用者 ５０人 

   内  容：避難訓練・通報訓練（総合訓練）     

・図上訓練 

   いたみいきいきプラザ消防・防災計画に基づき、避難経路の確認や防災管理体制の確認、 

火元管理責任者、自衛防災組織の確認を行いました。（実施時期：１０月） 

    

  ④いきいきプラザ大規模改修工事に関する準備 

令和８年度に実施が予定されているいきいきプラザ大規模改修工事に向けて、入居団体や 

ボランティア・市民活動グループへの説明や貸館利用団体等への案内等の調整を行いました。 

      引き続き、令和８年度の大規模改修に向けて取り組んでいきます。 


